
 

第
三
節 

中
世
に
お
け
る
生
活
の
痕
跡 

１ 
層

搭
、
板

碑
、
古

墳 

当
地
の
層
塔
・
板
碑
・
古
墳
は
、
置
賜
盆
地
内
で
も
非
常
に
尐
な
く
、
年
号
記
銘
あ
る
も
の
が
一
点
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
由
来
に
つ
い
て
も
知
る
も
の
が
な

い
。
町
内
に
有
る
層
塔
、
板
碑
、
中
世
古
墳
、
館
（
城
）
の
位
置
を
示
し
た
の
が
第14

図
で
あ
る
。 

層
塔
及
び
板
碑
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
は
仏
教
の
伝
播
に
よ
る
信
仰
と
極
め
て
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。
当
町
に
有
る
層
塔
で
完
形
に
近
い 

も
の
は
鮎
貝
常
光
寺
の
県
指
定
文
化
負
の
多
層
塔
と
、
貝
生
岡
応
寺
境
内
の
も
の
で
、
他
は
残
欠
で
あ
る
。
そ
の
石
材
は
い
ず
れ
も
石
英 

粗
面
岩
質
凝
灰
岩
で
高
畠
方
面
の
産
出
で
あ
る
と
い
う
。
層
塔
は
供
養
の
表
現
と
し
て
の
一
種
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
庶
民
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を
建
て
ら
れ

る
力
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
地
の
地
頭
或
は
地
方
の
豪
族
と
い
う
よ
う
に
権
力
と
負
力
を
保
持
し
た
者
の
所
産
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

⑴ 

常
光
寺
層
塔
（
鮎
貝
） 

昭
和
二
十
七
年
県
指
定
文
化
負
と
な
っ
た
も
の
で
、
在
銘
の
層
塔
で
は
県
内
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
石
英
粗
面
岩
で
台
石
共
に
九
層
で
総
高
三･

五
四
メ
ー

ト
ル
、
相
輪
部
は
八
角
柱
で
あ
る
。『
鮎
貝
の
歴
史
』
及
び
「
鮎
貝
古
物
語
」（
本
庄
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
昔
飯
詰
と
い
う
所
に
二
基
あ
っ
た
が
壊
れ
た

の
で
こ
れ
を
一
基
に
し
て
現
在
の
常
光
寺
境
内
の
門
前
に
建
て
た
も
の
だ
と
い
う
。
更
に
、
い
つ
の
頃
か
本
堂
の
西
側
に
銘
文
を
南
面
に
す
る
如
く
移
動
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
県
指
定
文
化
負
と
な
っ
た
際
、
現
在
の
位
置
に
銘
文
を
東
面
と
北
面
す
る
様
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
銘
文
は
最
近
に
な
っ
て
風
化
に
よ
る

剥
離
欠
損
が
甚
だ
し
く
、
年
々
読
み
と
れ
る
字
が
尐
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
を
建
て
た
趣
意
は
、
銘
文
に
よ
っ
て
大
凡
の
こ
と
は
わ
か
る
が
、
誰
が
建
て
た

の
か
は
判
ら
な
い
。
銘
文
中
の
「
導
師
権
大
僧
都
法
印
智
海
」
は
長
井
市
遍
照
寺
か
鮎
貝
相
応
院
の
住
僧
の
よ
う
で
あ
る
（
『
遍
照
寺
史
』
「
相
応
院
系
譜
」
）
。 

 
 

層

塔 



 

第１４図：層塔、板碑、墳墓、館の位置略図 
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千
時
天
正
七
年
己
卯
四
月
五
日 

施
为 

敬
白 

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
造
立
さ
れ
た
こ
の
層
塔
は
、
誰
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
当
地
方
の
領
为
伊
達
輝
宗
の
頃
の
も
の
で
、

鮎
貝
城
为
は
鮎
貝
宗
信
で
あ
っ
た
。 

銘
文
の
趣
意
は
欠
字
が
多
い
の
で
正
確
に
は
読
め
な
い
が
、
下
長
井
庄
萩
生
郷
（
現
在
飯
豊
町
萩
生
）
に
住
む
中
津
川
備
後
守
の
息
女
、
長
谷
□
姫
の
菩
薩

を
弔
う
た
め
に
こ
れ
を
建
て
た
も
の
の
よ
う
で
、
導
師
は
権
大
僧
都
法
印
智
海
で
あ
る
。
中
津
川
備
後
守
に
つ
い
て
知
る
史
料
は
な
い
が
、
中
津
川
氏
一
族
は

第１５図：常光寺層塔 



中
津
川
郷
（
現
在
飯
豊
町
中
津
川
）
を
为
と
し
、
川
原
沢
郷
に
も
伊
達
氏
か
ら
所
領
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
（「
天
文
二
十
二
年
晴
宗
公
采
地
下
賜
録
」
、
「
天
正

十
二
年
下
長
井
庄
段
銭
帳
」
、
「
天
正
十
五
年
政
宗
安
堵
状
蟻
坂
文
書
」
）
が
、
こ
の
銘
文
に
よ
っ
て
天
正
の
初
期
、
萩
生
郷
に
中
津
川
備
後
守
も
居
住
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
鮎
貝
に
こ
の
層
塔
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
鮎
貝
氏
と
の
つ
な
が
り
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

⑵
岡
応
寺
層
塔
及
び
相
輪
（
貝
生
） 

第1
6

図
（
第1

7

図
）
の
層
塔
の
他
に
、
山
門
入
口
に
は
二
つ
の
相
輪
が
あ
る
（
第18

図
）。
本
体
も
な
く
由
来
も
不
明
で
あ
る
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三

七
）
畔
藤
村
検
地
帳
に
、
「
ご
り
ん
の
前
」
と
い
う
地
名
が
在
り
、
こ
の
附
近
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

相
輪
は
一
個
が
長
さ
〇･
六
メ
ー
ト
ル
、
直
径
〇･

一
五
メ
ー
ト
ル
の
完
形
で
、
も
う
一
個
の
方
は
半
欠
で
現
存
長
さ
〇･

四
四
メ
ー
ト
ル
、
直
径
〇･

一
八
メ

ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
相
輪
は
立
派
な
本
体
を
想
像
さ
せ
る
。 

            
 

第１６図：岡応寺層塔 

第１７図：層塔  （略図） 



 

⑶
毘
沙
門
堂
脇
相
輪
（
西
横
田
尻
） 

半
欠
の
相
輪
だ
け
で
長
さ
が
〇･

三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
以
前
は
笠
部
も
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
（
土
屋
新
次
氏
所
有
）
。
こ
の
場
所
か
ら
は
、
古
老
の
話
に
よ

れ
ば
甕
棺
も
出
土
し
た
と
さ
れ
る
（
昭
和
二
十
二
、
三
年
頃
）。 

⑷
松
岡
の
石
憧
（
六
面
幢
、
畔
藤
） 

昭
和
十
年
頃
、
桑
の
木
を
植
え
る
た
め
に
畑
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
出
土
し
た
も
の
で
、
地
表
下
約
六
〇 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
六
面
幢
の
笠
部
が
見
つ
か
り
、
更
に
二･

五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
幢
身
、 

台
石
。
宝
珠
、
板
碑
そ
の
他
多
数
の
石
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
六
面
幢
と
板
碑
が
、
地
为 

で
あ
る
中
村
家
の
墓
地
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
面
幢
は
（
第19

図
）、
江
戸
時
代
の
も
の
と
し 

て
各
地
に
見
ら
れ
る
「
六
地
蔵
」
と
違
い
、
幢
身
が
短
か
く
陰
刻
も
陽
刻
も
紀
銘
も
な
い
。
な
ぜ
こ 

の
よ
う
な
も
の
が
地
下
深
く
埋
め
ら
れ
た
の
か
全
く
の
謎
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
荒
砥
―
杉
沢
―
伊
佐 

沢
道
の
旧
本
道
筋
で
あ
る
。
発
掘
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
岡
応
寺
山
門
の
相
林
二
個
と
は
無
関
係
の
よ 

う
で
あ
る
。 

         
 

第１９図：石憧 第１８図：相輪 

第１９図：石憧 （略図） 



 

板
碑
は
、
板
状
に
し
た
石
に
信
仰
す
る
仏
や
菩
薩
の
種
子

し

ゅ

じ

（
梵
字
）
或
い
は
像
を
彫
っ
て
、
建
立
の
趣
旨
、
年
号
な
ど
を
刻
ん
だ
一
種
の 

供
養
塔
で
あ
る
。
名
称
も
板
碑
の
ほ
か
、
供
養
塔
、
供
養
碑
、
板
石
碑
婆
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

板
碑
の
起
こ
り
は
鎌
倉
時
代
初
期
ら
し
く
、
江
戸
時
代
ま
で
作
ら
れ
て
い
る
。
板
碑
の
形
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
有
り
、
そ
の
一
つ
は
平
右
の
頂
上
を
三
角

形
に
尖
ら
せ
た
二
条
の
刻
線
を
入
れ
た
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
同
じ
よ
う
な
形
で
額
部
が
突
出
し
て
い
る
。
置
賜
地
方
の
も
の
は
後
者
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
置
賜
型
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
に
置
賜
独
特
の
形
と
し
て
、
自
然
の
岩
壁
に
彫
っ
た
磨
崖
板
碑
と
い
わ
れ
る
も
の
（
赤
湯
方
面
）
、
板
碑
を
二

基
並
べ
た
家
形
板
碑
（
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
が
広
野
に
あ
る
）
な
ど
で
あ
る
。 

当
町
内
の
板
碑
で
、
中
世
の
も
の
は
年
号
を
記
さ
れ
た
も
の
は
無
く
、
近
隣
で
は
長
井
市
五
十
川
に
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
大
日
碑

が
あ
る
。
信
仰
の
種
子
（
梵
字
）
は
弥
陀
、
大
日
、
釈
迦
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
世
の
も
の
を
と
り
上
げ
江
戸
期
の
も
の
は
省
い
た
（
荒
砥
、
十

王
、
広
野
）。 

          

 
 

板

碑 

第２１図：板碑 （上ノ台） 

第２２図：板碑 （上ノ台） 

（略図） 



 

⑴
上
ノ
台
の
板
碑
（
西
高
玉
）(

片
山
寿
男
氏
所
有) 

昭
和
五
十
年
庭
の
片
隅
の
土
中
よ
り
出
た
も
の
で
、
大
日
如
来
の
供
養
碑
で
あ
る
。
場
所
は
十
二
堂
と
の
小
字
境
で
旧
道
の
路
傍
で
あ
る
。
小
型
の
も
の
で

あ
り
、
掘
り
起
し
の
際
半
折
し
た
（
第2

1

図
、
第2

2

図
）。 

⑵
備
後
館
の
板
碑
（
西
高
玉
） 

頭
部
半
折
の
も
の
で
下
半
（
大
部
分
）
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
現
在
瑞
竜
院
で
保
管
し
て
い
る
。 

⑶
大
日
堂
参
道
の
板
碑
（
西
横
田
尻
） 

石
質
が
柔
か
い
た
め
風
化
が
激
し
く
、
梵
字
も
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
釈
迦
の
よ
う
で
あ
る
。 

大
日
堂
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
の
建
立
と
い
わ
れ
、
別
当
長
福
寺
と
共
に
、
横
越
氏
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
参
道
と
旧
道
（
羽
黒
山
参
詣
道
）
と
の

交
叉
点
に
あ
る
。 

        

 
 

第２３図：大日堂板碑 

第２４図：大日堂板碑  

（略図） 



 

⑷
薬
師
堂
の
板
碑
（
山
口
、
山
際
） 

花
崗
岩
の
も
の
一
基
、
石
英
粗
面
岩
の
も
の
一
基
（
半
折
）
が
あ
る
。 

花
崗
岩
の
も
の
は
第2

5

図
の
よ
う
な
も
の
で
、
時
代
は
比
較
的
新
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
梵
字
は
弥
陀
で
あ
る
。
半
折
の
も
の
は
下
半
だ
け
で
あ
る
。 

⑸
正
念
寺
の
板
碑
（
荒
砥
） 

こ
の
板
碑
は
現
在
正
念
寺
境
内
に
あ
る
が
、
も
と
は
石
仏
（
現
東
中
学
校
裏
の
字
名
）
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
梵
字
は
釈
迦
で
あ
る
。 

               

 
 

第２６図：正念寺の板碑 

第２５図：薬師堂板碑 

第２７図：正念寺の板碑（略図） 



 

⑹
菖
蒲
の
板
碑
（
小
形
庄
次
氏
） 

菖
蒲
橋
の
北
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
国
道
に
添
っ
て
お
り
、
建
立
に
つ
い
て
の
由
来
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
板
碑
で
は
白
鷹
町

内
で
一
番
大
き
い
。
種
子
は
弥
陀
で
あ
る
。 

           

⑺
松
岡
の
板
碑
（
畔
藤
） 

先
述
し
た
よ
う
に
、
畑
の
地
下
深
く
よ
り
六
面
幢
や
他
の
石
と
共
に
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
地
为
で
あ
る
中
村
家
の
墓
地
に
立
て
て
あ
る
。 

板
碑
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
外
江
戸
時
代
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
広
野
の
屋
形
に
入
っ
た
並
列
板
碑
二
基
、
十
王
の
称
名
寺
裏
に
五
基
、
荒

砥
金
鐘
寺
の
墓
地
内
中
程
に
あ
っ
て
保
科
家
墓
所
の
傍
に
一
基
あ
る
。 

 
 

第２９図：菖蒲板碑（略図） 

第２８図：菖蒲板碑 



 

古
代
古
墳
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
第
三
章
第

一
節
）、
当
地
方
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
中
世
の
古
墳
と
見

ら
れ
る
も
の
に
、「
赤
間
家
墓
地
」
が
あ
る
。
約
一
〇
ア
ー
ル
の

面
積
を
も
つ
墓
地
で
、
そ
の
全
部
が
中
世
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

赤
間
家
は
、
鮎
貝
氏
が
鮎
貝
城
を
築
く
前
に
、
館
の
为
で
あ
っ

た
と
も
云
わ
れ
、
ま
た
、
鮎
貝
氏
に
代
々
仕
え
た
家
臣
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
横
田
尻
新
野
家
文
書
中
に
田
尻
、
鮎
貝
の

草
場
出
入
（
争
い
）
に
関
す
る
も
の
（
慶
安
元
年･

･
･
･
･
･

一
六

八
四
）
が
あ
る
が
、「
政
宗
御
代
に
鮎
貝
殿
宿
老
は
赤
間
为
水
と

申
し
、
こ
の
为
水
の
草
刈
場
に
御
座
候
而
」
と
あ
り
、
赤
間
为

水
は
、
伊
達
政
宗
の
時
代
に
鮎
貝
氏
の
宿
老
．
．
の
地
位
に
あ
っ
た

と
し
て
い
る
。
又
、
赤
間
家
は
代
々
鮎
貝
八
幡
宮
の
神
官
を
勤

め
て
い
る
。 

墳
墓
の
ほ
と
ん
ど
が
土
饅
頭
式
の
盛
土
墓
で
、
墓
地
は
八
幡

川
右
岸
の
河
川
段
丘
上
に
在
る
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
発
掘
等

の
調
査
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。 

置
賜
地
方
の
中
世
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
川
西
町
小

松
地
区
の
群
集
墳
が
あ
る
。
又
、
飯
豊
町
中
津
川
の
白
川
縁
の

群
集
墳
は
江
戸
期
の
も
の
と
の
説
も
あ
る
。 

 
 

中

世 

古

墳 

第３０図：松岡板碑発掘位置 

第３１図：松岡板碑 



２ 

館
（
城
、
チ
ャ
シ
） 

当
地
に
も
、
中
世
の
館
跡
と
見
ら
れ
る
も
の
は
非
常
に
多
い
。
そ
の
中
で
荒
砥
城
の
よ
う
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
上
杉
藩
の
御
役
屋
（
支
城
）
と
し
て
利
用

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
由
来
の
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

館
（
城
）
に
は
高
地
を
利
用
し
た
も
の
と
、
平
地
を
利
用
し
た
も
の
が
あ
り
、
平
地
を
利
用
し
た
も
の
の
中
に
は
、
中
世
の
土
豪
の
居
館
と
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
館
は
そ
の
構
築
の
内
容
に
よ
っ
て
時
代
の
判
定
が
な
さ
れ
る
と
云
う
が
、
こ
こ
で
は
当
町
に
於
け
る
館
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
概
要
だ
け
を
述
べ

る
。 こ

の
頄
で
取
り
上
げ
る
館
に
は
、
中
世
以
前
の
も
の
で
、
所
謂
「
チ
ャ
シ
」
と
称
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

⑴
備
後
館
（
西
高
玉
） 西

高
玉
地
内
で
一
般
に
薬
師
堂
前
と
称
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「
備
後
館
」
の
地
名
が
あ
る
。
周
囲
に
は
、
鮎
ノ
目
、
湯
屋
尻
な
ど
の 

古
名
の
地
が
あ
り
、
鮎
ノ
目
に
は
「
あ
い
の
目
」
と
し
て
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
伊
達
稙
宗
が
舟
生
右
馬
助
に
出
し
た
安
堵
状
に
記 

載
の
あ
る
地
名
で
あ
る
。 

備
後
館
に
つ
い
て
『
蚕
桑
の
郷
土
史
』
は
、
伊
達
氏
の
家
臣
村
上
備
後
守
の
居
館
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
村
上
備
後
守
は
、
大
永
二
年
の
安
堵
状
に
名
の
見

え
る
地
頭
で
、
「
は
け
の
道
、
林
屋
敷
」
の
地
を
舟
生
右
馬
助
に
売
り
渡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
備
後
館
に
居
館
し
高
玉
地
内
に
所
領
を
有
し
て
い

た
こ
と
は
当
然
あ
り
得
る
。
ま
た
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
段
銭
帳
に
は
、
高
玉
郷
内
に
村
上
将
監
の
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
村
上
備
後
守
と
何
ら
か

の
か
か
わ
り
が
あ
ろ
う
。 

備
後
館
の
規
模
は
第3
2

図
の
よ
う
で
あ
る
が
、
比
較
的
小
規
模
で
あ
る
。
こ
の
図
は
明
治
二
十
六
年
調
整
の
絵
図
に
依
っ
た
も
の
で
（
東
高
玉
区
長
所
持
）

で
あ
る
が
、
館
は
南
北
約
三
五
間
、
東
西
約
四
五
間
で
、
壕
を
め
ぐ
ら
し
そ
の
内
側
に
土
塁
を
築
い
た
も
の
と
思
え
る
。
現
況
は
田
で
あ
り
、
基
盤
整
備
に
よ

っ
て
跡
形
も
な
い
。 

 
 

蚕

桑

地 

区

の

館 



 

⑵ 
本
館
（
西
高
玉
） 

字
名
と
し
て
、
上
本
館
、
中
本
館
、
下
本
館
の
地
名
は
あ
る
が
、
館
跡
は
字
名
「
腰
回
」
を
中
心
と
し
て
鮎
之
目
、
柳
之
下
、
鍛
冶
屋
敷
、
上
本
館
、
中
本

館
、
茣
座
田
に
ま
た
が
る
。
第

3
3

図
は
明
治
二
十
六
年
調
整
の
絵
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
小
鮎
貝
沢
を
北
辺
の
外
壕
と
し
て
利
用
し
、
ほ
ぼ
六
〇
間
四

方
の
構
で
、
西
方
と
南
方
に
二
重
の
壕
を
め
ぐ
ら
し
た
と
見
ら
れ
、
北
方
と
東
方
は
一
重
壕
と
な
っ
て
い
て
、
壕
の
内
側
に
は
他
と
同
じ
く
土
塁
が
あ
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。 

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
の
稙
宗
安
堵
状
に
「
あ
い
の
目
、
二
百
苅
」、「
こ
し 

め
ぐ
り
百
苅
」
が
あ
る
。 

横
越
館
や
高
玉
館
（
い
ず
れ
も
後
述
）
と
比
べ
て
そ
の
区
画
は
整
然
と
し
て
い 

な
い
が
、
構
図
や
規
模
は
こ
れ
ら
に
近
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
「
本
館
」 

の
北
隅
、
小
鮎
貝
沢
の
ほ
と
り
に
金
田
次
郎
助
家
の
屋
敷
神
が
立
派
に
祀
ら
れ 

て
い
る
（
当
家
の
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
方
に
あ
た
る
）。 

          

 
 

第３２図：備後館（明治 26 年図面より）字名備後館 



 

  

 
 



 

⑶
八
幡
館
（
西
高
玉
） 

標
高
五
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
在
り
、
葉
山
の
中
腹
の
平
坦
部
を
利
用
し
た
小
規
模
な
館
で
あ
る
（
現
在
テ
レ
ビ
中
継
所
が
建
っ
て
い
る
）
。
全
面
及
び

両
側
が
急
斜
面
で
、
後
方
尾
根
に
続
く
と
こ
ろ
に
二
重
の
壕
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
。
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
北
斜
面
に
湧
水
が
あ
る
。 

八
幡
館
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
各
地
に
八
幡
太
郎
義
家
を
結
び
つ
け
た
伝
承
が
あ
る
が
、
こ
こ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
幡
太
郎
義
家
刃
」

当
地
に
は
来
て
い
な
い
、
と
す
る
の
が
現
今
の
定
説
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
館
は
、
誰
が
い
つ
利
用
し
た
の
か
伝
わ
っ
て
い
ず
、
館
と
い
う
よ
り
も
チ
ャ
シ
な

の
か
も
し
れ
な
い
。 

⑷
高
玉
城
（
館･･

･
･
･
･

東
高
玉
） 

「
伊
達
世
臣
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
鮎
貝
宗
重
（
日
傾
斎
）
の
弟
茂
平
が
下
長
井
高
玉
城
に
住
み
、
高
玉
氏
を
称
し
四
世
に
し
て
亡
ぶ
と
あ
り
、
茂
平
の
父
盛

宗
（
宗
重
の
父
）
の
築
城
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
「
晴
宗
公
采
地
下
賜
録
」
に
於
け
る
高
擶
兵
部
大
輔
は
、
高
玉
郷
の
一
部

の
外
、
五
十
川
、
寺
泉
郷
の
一
部
を
も
給
せ
ら
れ
、
諸
役
（
税
）
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
高
玉
城
に
居
っ
た
高
玉
氏
で
あ
ろ
う
。
高
玉
郷
内
の
高
玉
氏

の
宛
行
れ
た
地
所
は
、
伊
達
氏
の
有
力
地
頭
舟
生
式
部
の
所
領
で
あ
っ
た
（
舟
生
氏
は
苅
田
越
河
方
面
に
替
地
）。 

高
玉
城
は
最
上
川
左
岸
で
、
等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
る
。
そ
の
構
想
は
横
越
の
館
を
模
し
た
も
の
ら
し
く
、
約
一
町
歩
の
館
内
と
こ

れ
を
め
ぐ
る
土
塁
と
壕
、
さ
ら
に
南
小
路
・
北
小
路
の
住
家
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
、
外
周
に
自
然
の
小
流
を
も
利
用
し
外
壕
を
め
ぐ
ら
し
た
館
で
あ
る
。
現
在
、

土
塁
、
壕
な
ど
の
一
部
が
形
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。 

鮎
貝
城
に
と
っ
て
高
玉
城
の
意
義
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
玉
郷
は
西
に
曹
洞
宗
の
巨
刹
瑞
竜
院
が
あ
っ
て
威
を
張
り
、
郷
内

に
は
数
名
の
伊
達
家
臣
が
所
領
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
於
け
る
高
玉
氏
に
は
、
鮎
貝
城
の
支
城
的
価
値
が
果
し
て
ど
の
程
度
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
輝

宗
日
記
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
瑞
竜
院
と
争
い
を
し
て
い
る
事
実
も
あ
る
。 

 
 



                  

 
 

第３４図：高玉城址 

第３５図：高玉城（館） 



 

⑸
小
田
館
（
西
高
玉
） 

国
鉄
長
井
線
蚕
桑
駅
の
西
北
で
、
一
般
に
境
前
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
小
田
の
館
」
の
地
名
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
館
跡
は
、
明
治
二
十
六

年
調
整
絵
図
に
よ
れ
ば
、
字
名
「
館
廻
」
が
为
で
「
小
田
之
館
」
は
前
田
に
あ
た
る
。
第

36

図
で
見
る
如
く
、
規
模
は
小
さ
く
、
備
後
館
に
似
て
い
る
。
役

四
〇
間
四
方
に
壕
を
め
ぐ
ら
し
、
南
方
に
複
壕
が
見
え
、
他
の
館
と
同
じ
よ
う
に
壕
の
内
側
に
は
土
塁
を
築
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

高
玉
郷
の
中
世
は
、
隣
郷
の
白
兎
郷
佐
野
伊
勢
屋
敷
か
ら
、
こ
の
小
田
之
館
、
沢
之
在
家
、
本
館
、
中
島
在
家
を
結
ぶ
道
路
と
、
熊
の
目
を
通
る
山
麓
道
、

そ
れ
に
高
玉
城
、
鮎
貝
城
を
結
ぶ
道
路
が
基
幹
道
で
あ
り
、
为
と
し
て
こ
れ
ら
の
道
路
に
添
っ
て
人
家
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
中
央
の
横
道
が
い
つ

す
れ
た
か
を
知
る
史
料
は
な
い
。
た
だ
、
明
治
二
十
六
年
調
整
絵
図
に
は
鹿
島
（
小
田
之
館
の
前
）
と
中
島
在
家
に
は
宅
地
が
あ
り
、
そ
の
名
残
り
を
止
め
て

い
る
。 

            

 
 



 

⑹
横
越
館
（
西
横
田
尻
） 

横
越
館
に
つ
い
て
『
鮎
貝
の
歴
史
』
は
、
平
安
時
代
の
末
期
永
久
（
一
一
一
三
～
一
一
一
七
）
、
大
治
（
一
一
二
六
～
一
一
三
〇
）
の
頃
、
京
都
の
藤
原
安

親
な
る
も
の
が
平
泉
藤
原
氏
を
頼
っ
て
下
向
し
、
藤
原
氏
に
よ
っ
て
当
下
長
井
庄
白
川
以
北
の
庄
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
横
越
の
地
に
居
館
を
定
め
横
越
氏
を
称
し
、

約
二
五
〇
年
当
地
方
の
政
治
に
当
っ
た
と
す
る
。
後
に
な
っ
て
横
越
氏
は
鮎
貝
に
城
を
築
き
、
鮎
貝
氏
を
称
し
た
と
い
う
。
横
越
氏
に
つ
い
て
の
史
料
は
皆
無

に
近
い
。
横
越
館
の
西
北
に
毘
沙
門
堂
が
あ
り
、
そ
の
近
傍
で
先
述
し
た
よ
う
な
層
塔
の
残
片
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
横
越
氏
時
代
の
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

横
越
館
は
第

3
8

図
で
示
す
通
り
、
中
央
に
居
館
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
土
塁
、
壕
が
作
ら
れ
、
そ
の
外
周
に
南
小
路
、
北
小
路
、
西
館
の
屋
敷
地
を
配
し
、

前
方
に
東
町
と
し
て
町
家
を
置
き
そ
の
前
方
が
前
田
と
な
っ
て
い
る
。
用
水
は
前
方
の
山
地
よ
り
流
れ
る
中
ノ
沢
、
上
ノ
山
よ
り
導
い
て
い
る
。 

横
越
館
は
横
越
氏
が
鮎
貝
城
に
移
っ
た
後
、
高
徳
寺
が
建
立
（
江
戸
時
代
初
期
）
さ
れ
る
ま
で
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
も

推
定
に
す
ぎ
な
い
が
、
天
文
二
十
二
年
晴
宗
公
采
地
下
賜
録
に
よ
れ
ば
、
大
立
目
氏
の
一
族
大
立
目
衛
門
へ
の
安
堵
状
の
中
に
、
「
下
長
井
の
庄
、
横
越
の
惣

成
敗
、
横
越
知
行
の
通
り
棟
役
、
田
銭
、
諸
公
事
こ
れ
を
遣
し
候
」
と
あ
り
、
大
立
目
衛
門
は
従
来
よ
り
横
越
の
地
に
所
領
を
有
し
、
横
越
郷
の
惣
成
敗
の
職

に
任
ぜ
ら
れ
、
諸
役
（
税
）
免
除
の
恩
典
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

          
 

第３７図：横越館跡 



 

   

 
 

第３８図：横越館推定復元図（明治 23 年図面による） 



以
上
の
文
面
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
大
立
目
衛
門
は
横
越
館
の
地
に
居
館
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

⑺
北
館
（
西
横
田
尻
） 

横
越
館
の
北
東
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
「
北
館
跡
」
が
あ
る
。
平
地
に
お
け
る
中
世
の
館
跡
と
し
て
は
、
町
内
に
お
い
て
最
も
元
形
を
と
ど
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
蚕
桑
の
郷
土
誌
』
に
は
佐
野
伊
勢
十
郎
左
衛
門
の
館
跡
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
史
料
は
な
い
（
天
文
の
頃
、

佐
野
伊
勢
は
、
白
兎
に
屋
敷
を
も
っ
て
い
た
）
。 

第

4
0

図
で
示
す
よ
う
に
、
小
規
模
の
館
で
あ
る
が
、
土
塁
と
壕
が
ほ
と
ん
ど
元
の
ま
ま
な
の
で
、
そ
の
昔
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
、
台
上
を
壕
で
二
つ
に

区
切
っ
て
い
る
の
が
他
と
違
っ
て
い
る
。 

寛
政
十
二
年
の
横
越
村
水
帳
に
は
、
こ
の
館
の
南
方
に
「
備
前
屋
敷
」
の
字
名
が
あ
り
、
こ
の
館
为
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。 

         

 
 

第３９図：北館跡 

第４０図：北館図 



 

⑻
政
所
（
萬
所
・
山
口
） 

山
口
（
佐
野
）
に
「
政
所
」
の
地
名
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
末
期
に
蓮
田
右
門
の
書
い
た
「
山
口
村
鏡
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。 

「
一
、
館
跡
壱
ヶ
所
此
の
村
の
沖
、
萬
所
と
い
う
所 

五
〇
間
四
方
、
山
口
殿
の
館
跡
と
申
伝
、
由
来
不
知
、
今
は
畑
に
な
る
。」 

今
は
ほ
と
ん
ど
館
跡
の
お
も
か
げ
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
土
塁
、
壕
が
あ
っ
て
館
跡
と
し
て
の
痕
跡
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
政
所
に
つ
い
て
『
蚕
桑
の

郷
土
誌
』
は
佐
野
伊
勢
の
政
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
佐
野
伊
勢
の
よ
う
な
小
地
頭
が
政
所
を
も
つ
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
『
鮎
貝
の
歴
史
』

に
於
け
る
「
秀
衡
の
世
、
安
親
鮎
貝
の
近
辺
に
居
住
す
（
鮎
貝
文
書
）」
の
方
が
、「
政
所
」
と
い
う
内
容
か
ら
推
し
て
、
よ
り
該
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
下
長
井
庄
北
部
庄
官
と
し
て
の
安
親
が
生
き
て
く
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
全
く
確
証
を
欠
く
。 

⑴
鮎
貝
城 

等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
、
最
上
川
左
岸
段
丘
を
利
用
し
て
の
城
で
あ
る
。『
鮎
貝
の
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、
応
永
年
間
の
初
頭
鮎
貝
成
宗 

が
、
横
越
の
館
を
去
っ
て
、
鮎
貝
城
を
築
き
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
そ
れ
以
前
は
、
赤
間
氏
の
居
館
な
ど
の
伝
承
が
あ
る
が
、
確
証 

は
な
い
。 

鮎
貝
氏
築
城
後
、
落
城
ま
で
の
城
の
規
模
等
は
全
く
史
料
が
な
く
、
後
世
江
戸
時
代
に
な
り
、
宝
暦
年
間
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
鮎
貝
古
物
語
」
や
、

本
庄
氏
所
有
の
「
文
政
四
年
四
月
中
当
館
内
支
配
下
中
居
屋
敷
反
畝
相
改
候
絵
図
面
」
な
ど
を
手
が
か
り
に
推
定
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
城
跡
は
現
在
、

鮎
貝
八
幡
神
社
の
境
内
を
中
心
と
す
る
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
文
二
十
二
年
当
時
鮎
貝
郷
を
中
心
と
し
た
箕
和
田
、
高
岡
、
深
山
、
黒
鴨
、
栃
窪
、
山
口
の
各
郷
は
鮎
貝
氏
の
完
全
な
一
円
知
行

地
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
ら
し
く
、
そ
れ
に
荒
砥
郷
の
一
部
、
白
兎
、
成
田
、
草
岡
、
川
原
沢
の
各
郷
に
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
所
領
が
あ
っ
た
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。 

嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
の
飯
沢
文
書
に
依
れ
ば
、
鮎
貝
氏
の
所
領
が
「
野
川
以
北
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
「
白
川
以
北
」
に
つ
い
て
の
推

定
を
可
能
と
す
る
史
料
は
無
い
。
「
羽
黒
神
社
縁
起
書
」
で
は
、
大
鮎
貝
沢
以
北
と
な
っ
て
い
る
。
第42

図
は
鮎
貝
城
の
略
図
で
あ
る
。 

 
 

鮎

貝

地 

区

の

館 



                 

 
 

第４１図：鮎貝城址 

第４２図：鮎貝城図 



 

⑵
西
向
館
（
深
山
、
上
野
） 

平
地
と
も
高
地
と
も
つ
か
な
い
河
岸
段
丘
上
の
館
跡
で
あ
っ
て
、
チ
ャ
シ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
西
向
部
落
の
台
上
で
、
一
般
に
は
西
向
と
も
上
野
と
も

言
っ
て
い
る
。 

標
高
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
実
淵
川
右
岸
で
、
高
平
館
の
対
岸
に
な
っ
て
お
り
、
後
方
台
地
に
続
く
所
に
壕
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。 

⑶
高
平
館
（
深
山
） 

深
山
観
音
堂
の
北
西
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
実
淵
川
左
岸
の
崖
上
、
や
や
独
立
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
山
地
に
続
く
分
に
は
壕
を
作
っ
て
あ

る
。
そ
の
直
北
の
凹
地
は
沼
に
な
っ
て
い
る
。
標
高
は
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
チ
ャ
シ
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。 

⑷
高
岡
館 

最
上
川
と
実
淵
川
の
合
流
点
の
北
西
で
、
標
高
二
七
九
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
、
現
在
白
鷹
町
上
水
道
の
配
水
源
地
の
施
設
が
あ
る
。
館
山
．
．
と
い
う
名
称
だ
け

で
他
は
何
も
な
い
。 

⑴ 

荒
砥
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
上
川
の
右
岸
独
立
丘
に
、
鮎
貝
城
に
対
す
る
如
く
荒
砥
城
跡
が
あ
る
。
現
在
八
乙
女
神
社 

が
祭
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
鷹
町
教
育
委
員
会
で
建
て
た
標
札
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
源
義
家
東
征
の
際
、
戦
捷
を
祈
願
し
、
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
、 

八
人
の
乙
女
に
舞
を
奉
納
せ
し
め
た
。
そ
の
後
石
灘
監
物
が
丘
上
に
お
宮
を
建
て
八
乙
女
八 

幡
宮
と
し
た
。
永
長
の
頃
（
永
長
元
年
は
一
〇
九
六
年
）
荒
川
次
郎
清
泰
城
を
築
き
、
更
に 

元
中
の
頃
（
元
中
元
年
は
一
三
八
四
年
）
馬
場
将
監
壕
を
め
ぐ
ら
し
て
大
い
に
城
郭
を
整
備 

し
た
。」 

こ
れ
は
伝
承
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
荒
砥
城
の
成
立
に
つ
い
て
一
応
の
参
考
と
な
る
。 

伊
達
氏
時
代
に
入
っ
て
、
桑
島
上
野
守
、
荒
砥
三
郎
、
大
立
目
氏
三
代
な
ど
が
居
城
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い 

荒

砥
、

十
王 

鷹
山
地
区
の
館 

第４３図：荒砥城址 



る
が
、
い
ず
れ
も
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

現
在
の
地
形
で
は
状
上
部
が
三
段
の
平
地
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
下
方
が
館
廻
り
の
平
地
で
あ
る
。
現
荒
砥
小
学
校
は
、
江
戸
時
代
米
沢
藩
の
役
屋
跡
で
あ

る
。
こ
の
荒
砥
城
址
の
地
形
は
い
ろ
い
ろ
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
が
、
荒
砥
城
の
規
模
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

⑵ 

塩
田
館
（
十
王
） 

標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
独
立
丘
で
、
萩
野
、
中
山
方
面
の
通
路
を
お
さ
え
る
要
地
で
あ
る
。 

こ
の
館
に
は
中
世
菊
地
兵
庫
の
拠
っ
た
も
の
と
の
伝
承
が
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
前
後
刀 

の
鍔
が
拾
わ
れ
て
い
る
。
直
径
七･

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
金
ち
ら
し
象
嵌
の
古
鍔
で
あ
る
。 

館
の
略
図
は
第45

図
の
よ
う
で
あ
る
。 

壕
の
構
築
や
、
泉
、
熊
野
神
社
の
配
置
と
地
形
か
ら
判
断
す
る
と
、
萩
野
・
中
山
方
面
に
向 

け
て
の
館
構
え
と
見
ら
れ
る
。 

中
山
に
太
郎
坊
館
と
呼
称
さ
れ
る
館
跡
が
あ
る
が
、
荒
砥
よ
り
山
形
に
通
ず
る
道
の
近
傍
で
、 

中
山
の
集
落
に
入
る
前
の
馬
背
状
の
高
地
で
標
高
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
あ 

る
。
又
、
十
王
に
は
十
王
館
（
仮
称
）
と
も
称
せ
ら
れ
る
館
跡
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
標
高
五 

八
一
メ
ー
ト
ル
の
金
剛
山
に
館
山
と
い
う
名
称
だ
が
残
っ
て
い
る
。 

  

 
 

第４４図：塩田館跡 



  

 

 
 

第４５図：塩田館 



 

⑴ 

黒
藤
館
（
畔
藤
、
仮
称
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
こ
は
「
晴
宗
公
采
地
下
賜
録
」
の
中
で
、
黒
沢
郷

．
．
．
桑
島
三
郎
左
衛
門
と 

あ
る
の
は
黒
藤
郷

．
．
．
、
桑
島
三
郎
左
衛
門
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と 

指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
、
畔
藤
の
中
心
部
で
「
館
ノ
内
」
の
地
名
が
あ
り 

西
原
館
（
下
館
）
と
同
じ
よ
う
に
最
上
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
で
あ
る
。
桑
島
三
郎
左
衛
門 

は
、
黒
藤
郷
の
中
で
亘
理
分
、
松
岡
将
監
分
、
松
岡
紀
伊
守
分
を
除
い
た
外
全
郷
に
つ
い
て 

の
所
領
を
宛
行
れ
、
馬
五
匹
を
有
し 

黒
藤
館
に
居
館
し
た
地
頭
で
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
熊
野
神
社
を
再
興
し
た
も
の
も 

こ
の
桑
島
三
郎
左
衛
門
で
あ
ろ
う
。 

川
面
は
崖
と
な
っ
て
お
り
、
両
側
は
壕
を
な
し
て
東
面
し
た
館
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑵ 

下
館
（
畔
藤
） 

畔
藤
地
区
雷
神
社
を
含
む
後
方
の
地
で
、
国
道
に
併
行
し
た
壕
を
認
め
、
南
北
の
両
側
は
自 

然
流
水
を
利
用
し
た
深
い
壕
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
の
人
は
下
館
と
呼
び
、『
東
根
村
郷
土 

史
』
で
は
桑
原
三
郎
左
衛
門
時
秋
の
居
城
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
下
館
に
関
係
あ
り 

と
み
ら
れ
る
も
の
に
松
岡
紀
伊
守
が
あ
り
、
松
岡
氏
は
従
来
畔
藤
郷
の
「
け
と
う
在
家
・
宮 

在
家
」
を
所
領
す
る
伊
達
家
で
も
有
力
な
地
頭
で
あ
る
。「
天
正
十
二
年
段
銭
帳
」
で
は
、 

松
岡
与
三
左
衛
門
が
「
西
原
在
家
、
花
と
う
在
家
二
間
」
よ
り
八
二
九
文
の
段
銭
を
納
入
し 

て
い
る
。
西
原
在
家
は
、
下
館
に
隣
接
し
た
在
家
と
思
わ
れ
る
。 

⑶ 

館
の
山
（
杉
沢
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

標
高
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
地
で
、
五
段
に
段
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。 

東

根

地 

区

の

館 

第４６図：黒藤郷下館 



(ロ） (イ） 

⑷
小
屋
館
（
浅
立
） 

標
高
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
で
、
僅
か
な
が
ら
周
壕
の
残
存
を
認
め
る
。 

⑸
浅
立
館
（
浅
立
） 

浅
立
内
中
央
部
に
「
館
屋
敷
」
「
館
屋
敷
浦
」
「
大
屋
敷
」「
堀
ノ
内
」
な
ど
の
地
名
が
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
地
頭
の
居
屋
敷
跡
と
考
え
得
る
。
伊
達
氏
時

代
、
浅
立
郷
は
「
白
川
よ
り
南
」
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
が
、
地
頭
が
誰
で
あ
っ
た
か
正
確
に
は
わ
か
ら
ず
、
松
岡
藤
右
衛
門
、
松
岡
平
六
、
梅
津
掃
部
助
、

梅
津
彦
七
な
ど
が
、
安
堵
状
や
、
段
銭
帳
な
ど
か
ら
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
ま
で
、
館
と
チ
ャ
シ
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
書
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
チ
ャ
シ
と
称
さ
れ
る
の
も
有
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
の
で
、『
羽
陽
文
化
』（
１
、525

号
）
に
載
っ
た
川
崎
利
夫
氏
の
「
山
塞
（
チ
ャ
シ
）
に
つ
い
て
」
よ
り
、
そ
の
要
点
を 

掲
げ
る
。 

「
東
北
地
方
に
は
、
チ
ャ
シ
、
あ
る
い
は
館
と
よ
ば
れ
て
、
西
日
本
と
は
異
質
的
な
遺
跡
の
分
布
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
れ
は
突
出
す
る
丘
陵
端
や
、
河
川
湖
沼
に
の
ぞ
ん
だ
台
地
を
利
用
し
、
壕
、
土
塁
な
ど
の
施
設
を
設
け
た
遺
跡
で
、
ア
イ
ヌ
人
は
チ
ャ
シ
、
チ
ャ
シ
コ
ツ

と
呼
ん
で
い
る
。 

こ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
石
器
時
代
に
遡
る
も
の
で
な
く
、
古
代
あ
る
い
は
中
世
に
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
思
う
。
チ
ャ
シ
と
館
の
区
別
を
困
難
に
す

る
も
の
に
、
東
北
地
方
に
分
布
す
る
中
世
の
山
城
と
の
関
係
が
あ
る
。
中
世
の
山
城
や
館
の
存
在
に
は
チ
ャ
シ
の
影
響
は
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
外
形
上
か

ら
の
本
質
的
な
区
別
は
極
め
て
難
し
い
。
も
っ
と
も
立
地
条
件
や
構
造
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
中
世
以
降
の
館
に
は
、
口
碑
や
文
献
に
記
さ
れ
っ
て

い
る
例
が
尐
な
く
な
い
。
し
か
し
、
チ
ャ
シ
を
後
世
改
築
し
て
利
用
し
た
も
の
も
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

チ
ャ
シ
の
分
類
と
し
て
は 

⑴
丘
陵
の
突
端
部
を
利
用
し
た
チ
ャ
シ 

突
端
が
急
傾
斜
を
な
し
、
後
方
の
山
続
き
の
処
は
、
一
条
～
三
条
の
空
壕
、
土
塁
を
弧
形
又
は
直
線
状
に
設
け
た
も
の
。 

突
端
部
が
緩
傾
斜
の
と
き
は
、
後
方
を 

と
同
様
に
し
、
そ
の
空
壕
を
突
端
部
に
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
も
の
。 

⑵
独
立
丘
又
は
山
頂
に
築
か
れ
た
チ
ャ
シ 

単
に
山
頂
を
平
坦
に
し
た
も
の
。 

山

塞 

（

チ
ャ

シ
） 

(イ） 



(イ） (ﾛ) （ハ） 
(イ） 

円
形
、
楕
円
形
、
方
形
等
の
プ
ラ
ン
（
平
地
）
を
残
し
周
囲
全
面
に
空
壕
、
土
塁
の
め
ぐ
る
も
の
。 

緩
傾
斜
の
要
処
に
空
壕
、
土
塁
。
中
段
を
弧
状
、
直
線
状
に
め
ぐ
ら
し
た
も
の
。 

⑶
平
野
部
の
河
川
に
の
ぞ
ん
だ
直
線
上
の
空
壕
、
土
塁
が
設
け
ら
れ
た
チ
ャ
シ 

チ
ャ
シ
が
従
来
、
石
器
時
代
遺
跡
の
如
く
解
さ
れ
て
き
た
の
は
、
チ
ャ
シ
の
周
辺
に
多
く
縄
文
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
、
時
に
は
チ
ャ
シ
の
内
部
よ
り
縄
文

土
器
や
、
石
器
が
出
土
す
る
例
が
か
な
り
多
数
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
シ
周
辺
に
は
土
器
等
や
須
恵
器
の
散
布
地
も
尐
な
く
な

い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
周
辺
に
縄
文
土
器
の
出
土
す
る
石
器
時
代
の
集
落
跡
を
附
随
し
な
い
例
の
方
が
尐
な
く
、
む
し
ろ
例
外
に
属
す
る
程
で
あ
る
。
縄
文
中

期
以
降
の
多
量
の
遺
物
を
出
土
す
る
集
落
跡
が
多
い
。 

仮
説
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
チ
ャ
シ
は
エ
ゾ
の
所
産
文
化
、
エ
ゾ
の
抵
抗
の
あ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

と
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

白
鷹
町
の
場
合
、
以
上
の
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
次
の
遺
跡
が
チ
ャ
シ
と
考
え
ら
れ
る
。 

深
山
、
西
向
。
一
条
の
空
壕
と
土
塁
が
あ
り
、
空
壕
は
突
端
に
お
よ
び
、
一
方
は
実
淵
川
の
断
崖
で
あ
る
。
隣
接
し
て
縄
文
中
期
の
遺
物
が
出
土
し
、 

土
師
器
も
一
個
拾
わ
れ
て
い
る
。 

深
山
、
高
平
。
深
山
観
音
堂
の
西
方
、
実
淵
川
に
の
ぞ
ん
で
断
崖
を
な
し
て
、
一
条
の
空
壕
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

高
岡
、
館
山
。 

高
玉
、
八
幡
館
。
山
腹
の
舌
状
部
突
端
を
利
用
し
、
二
条
の
空
壕
が
あ
り
、
他
面
は
急
傾
斜
と
な
っ
て
い
る
。 

西
田
尻
、
八
幡
館
。 

中
山
、
太
郎
坊
館
。 

浅
立
、
小
山
。
縄
文
期
の
遺
物
を
見
る
。 

小
山
沢
、
太
郎
山
。
縄
文
中
期
の
遺
物
の
出
土
あ
り
。 

杉
沢
、
館
山
。 

（チ）（ト）（ヘ）（ホ）（ニ）（ハ）（ロ） 



(リ） 

３ 

伊
達
氏
時
代
の
金
山
（
か
ね
や
ま
、
鉱
山
） 

戦
国
期
の
諸
大
名
は
自
己
の
力
の
増
大
を
図
る
為
に
、
鉱
山
の
開
発
に
力
を
注
い
だ
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
長
井
氏
時
代
は
勿
論
、 

伊
達
氏
時
代
の
そ
れ
も
史
料
的
に
は
は
っ
き
り
つ
か
ま
れ
て
い
な
い
。
次
の
史
料
は
、
下
長
井
中
津
川
（
飯
豊
町
中
津
川
）
の
鉱
山
に 

関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
伊
達
領
の
鉱
山
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
福
島
大
学
小
林
清
治
氏
の
解
説
が
あ
る
の
で
転
記
す
る
。 

（
解
読
） 

中
津
川
之
内
金
ほ
り
候
所
惣
成
敗
ニ 

付
而
、
同
三
郎
四
郎
と
令
問
答
候
。
双
方 

理
非
聞
届
、
彼
金
ほ
り
候
所
之 

事
、
其
身
ニ
落
着
候
。
於
自
今 

以
後
、
不
可
有
相
違
也
。 

仌
執
達
如
件 

天
正
十
五
年
丁
亥
年
拾
月
三
日 

政
宗
（
朱
印
） 

中
津
川
丹
波
守
殿 

（
読
み
下
し
） 

中
津
川
の
う
ち
金
掘
り
候
所
惣
成
敗
に
付
い
て
、
同
三
郎
四
郎
と
問
答
せ
し
め
候
。
双
方
の
理
非
聞
き
届
け
、
か
の
金
掘
り
候
所
の
こ
と
、
其
の
身
に
落

し
着
け
候
。
今
よ
り
以
後
に
お
い
て
、
相
違
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
仌
っ
て
執
達
く
だ
ん
の
如
し
。 

天
正
十
五 
 

年
（
一
五
七
八
）
十
月
三
日 

政
宗
（
朱
印
） 

中
津
川
丹
波
守
殿 

 

（
解
説
） 

伊
達
領
下
長
井
の
中
津
川
の
う
ち
の
金
掘
所
の
惣
成
敗
を
め
ぐ
る
中
津
川
丹
波
守
と
同
三
郎
四
郎
と
の
紛
争
を
裁
決
し
て
、
丹
波
守
に
こ
れ
を
安
堵
し

中

津

川

の 

金

掘

り

所 ひ
の
と い 



た
政
宗
朱
印
状
。
縦
三
五
セ
ン
チ
、
横
五
一･

五
セ
ン
チ
。
斐
紙
。
形
式
か
ら
見
れ
ば
書
下
状
（
か
き
く
だ
し
じ
ょ
う
）
と
称
し
て
よ
い
が
、
内
容
を
採

っ
て
裁
許
状
と
し
て
お
く
。 

金
掘
所
の
惣
成
敗
は
、
金
山
（
か
ね
や
ま
）
す
な
わ
ち
鉱
山
に
対
す
る
課
役
（
課
税
）
の
賦
課
徴
収
お
よ
び
こ
れ
に
か
か
わ
る
行
政
裁
判
権
を
掌
握
し

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

当
時
の
伊
達
氏
は
、
領
国
内
の
郡
荘
郷
な
ど
に
惣
成
敗
を
設
定
し
、
こ
れ
に
一
定
の
行
政
裁
判
権
と
棟
役
段
銭
諸
役
の
徴
収
進
納
の
権
限
を
付
与
し
て
、

領
国
支
配
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
惣
成
敗
に
は
、
山
川
惣
成
敗
、
あ
る
い
は
特
殊
な
例
と
し
て
は
「
越
後
の
通
路
山
中
百
二
十
里
の
間
の
惣
成
敗
」
な
ど

が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
金
山
に
関
し
て
固
有
の
惣
成
敗
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

日
付
を
本
文
よ
り
も
高
い
抬
頭
と
し
、
「
中
津
川
丹
波
守
殿
」
を
政
宗
の
署
判
よ
り
も
低
い
位
置
に
書
き
と
め
る
形
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
裁
許
状
の

権
威
と
あ
わ
せ
て
、
中
堅
家
臣
に
対
す
る
伊
達
氏
の
書
礼
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
朱
印
は
政
宗
が
安
堵
状
、
宛
行
状
な
ど
知
行
関
係
文
書
に
押
捺
し
た
「
龍

納
」
の
印
章
で
、
天
正
十
四
年
か
ら
同
十
八
年
の
こ
ろ
に
用
い
ら
れ
た
。
筆
蹟
は
こ
の
種
の
宛
行
状
の
性
質
か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
右
筆
の
も
の
で

あ
る
。 

戦
国
大
名
の
例
に
も
れ
ず
、
伊
達
氏
に
と
っ
て
も
鉱
山
は
極
め
て
重
要
視
さ
れ
た
。
輝
宗
・
政
宗
に
仕
え
て
奉
行
と
な
り
、
領
国
の
行
負
政
に
重
要
な

役
割
を
は
た
し
た
鈴
木
和
泉
元
信
は
、
下
長
井
横
越
臼
ケ
沢
金
山

．
．
．
．
．
．
．
に
関
係
し
た
鈴
木
氏
の
出
身
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
国
時
代

に
お
け
る
伊
達
領
の
金
山
関
係
の
根
本
史
料
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
文
書
は
、
そ
の
点
で
稀
有
の
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 

な
お
、
当
時
の
伊
達
氏
の
動
静
に
つ
い
て
ふ
れ
る
な
ら
ば
、
天
正
十
三
年
秋
大
内
定
綱
・
畠
山
義
継
の
領
地
で
あ
る
安
達
郡
に
出
兵
し
、
定
綱
を
追
っ

て
東
安
達
（
塩
松
）
を
収
め
た
政
宗
は
、
十
月
の
父
輝
宗
の
最
期
の
後
は
、
十
一
月
安
達
郡
本
宮
人
取
橋
に
お
い
て
佐
竹
・
蘆
名
・
白
川
・
岩
城
・
石
川

な
ど
の
連
合
軍
を
迎
撃
し
て
こ
れ
を
押
え
、
翌
十
四
年
七
月
に
は
畠
山
氏
を
走
ら
せ
て
西
安
達
（
二
本
松
）
を
掌
握
し
た
。
こ
の
文
書
を
発
給
し
た
十
日

後
の
天
正
十
五
年
十
月
十
四
日
、
下
長
井
北
部
の
国
人
鮎
貝
宗
信
が
山
形
城
为
最
上
義
光
に
通
じ
て
叛
す
る
が
、
政
宗
は
即
日
こ
れ
を
攻
め
て
宗
信
を
敗

走
、
さ
せ
、
鮎
貝
城
を
収
容
し
た
。
な
お
、
こ
の
年
九
月
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
も
と
に
使
を
発
遣
し
て
馬
を
献
じ
て
い
る
（
蟻
坂
文
書
）。 

以
上
の
説
明
の
中
に
あ
る
「
下
長
井
横
越
臼
ケ
沢
金
山
」
に
つ
い
て
は
、
次
に
記
す
。 

中
津
川
金
山
の
「
金
ほ
り
」
に
つ
い
て
、
天
正
十
五
年
伊
達
政
宗
か
ら
中
津
川
丹
波
守
に
あ
て
た
惣
成
敗
の
裁
許
状
（
前
頄
）
に
よ
り
、 

伊
達
氏
の
鉱
山
政
策
の
一
端
を
知
っ
た
わ
け
だ
が
、
当
地
「
横
越
臼
ケ
沢
金
山
」
に
つ
い
て
は
、
採
鉱
の
始
期
、
内
容
、
採
鉱
者
、
終 

臼

ケ

沢 

金

山 



期
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
確
実
に
知
る
史
料
が
な
い
。
後
世
に
書
か
れ
た
文
書
、
僅
か
に
残
る
遺
物
、
伝
承
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
だ
け
で
あ
る
。 

臼
下
沢
金
山
に
つ
い
て
、
先
に
掲
げ
た
小
林
清
治
氏
の
解
説
に
「
領
国
内
の
行
負
政
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
鈴
木
和
泉
元
信
は
、
下
長
井
横
越
臼
ケ
沢

金
山
に
関
係
し
た
鈴
木
氏
の
出
身
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
『
鮎
貝
の
歴
史
』
に
も
こ
れ
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
確
証
を
得
る
史
料
が
な

い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
「
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
の
範
囲
を
出
ず
、
臼
ケ
沢
の
金
山
も
中
津
川
と
同
様
伊
達
氏
の
領
国
強
化
の
一
役
を
担
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
責
任
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。 

臼
ケ
沢
金
山
に
つ
い
て
の
伝
承
や
、
遺
物
を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
を
略
図
に
す
る
と
第47

図
の
よ
う
に
な
る
。 

記
録
に
残
る
臼
ケ
沢
金
山
に
関
す
る
も
の
を
摘
出
し
て
み
る
と
、 

文
化
五
年
、
鈴
木
源
五
左
衛
門
由
緒
書
上
（
鈴
木
家
文
書
） 

              
 

第４７図：臼力沢金山附近 

第４８図：抗道図（「蚕桑の郷土誌」より） 



（
前
略
）
且
又
其
後
横
越
村
臼
カ
沢
を
申
御
金
山
永
々
多
分
相
栄
、
年
号
之
儀
は
、
文
亀
年
中
よ
り
慶
長
年
中
ま
で
お
よ
そ
百
拾
カ
年
余
相
栄
申
た
る

事
に
御
座
候
由
、
右
に
付
諸
国
之
者
共
数
多
入
込
、
市
町
相
立
申
に
付
、
横
越
村
肝
煎
支
配
い
た
す
べ
き
様
御
座
無
く
、
新
法
に
市
日
願
上
奉
り
候
処
、

早
速
御
叶
下
置
か
れ
、
横
越
村
新
町
と
市
札
、
慶
長
十
一
年
四
月
二
十
八
日
春
日
右
エ
門
様
御
判
に
て
御
渡
に
成
下
さ
れ
、
其
節
先
祖
和
泉
検
断
職
仰
付

ら
れ
候
。
右
之
市
札
末
取
持
仕
候
。
其
後
御
金
山
茂
次
第
に
不
栄
に
罷
成
、
市
茂
相
立
申
す
べ
き
様
御
座
無
く
候
に
付
、
右
之
市
荒
砥
へ
相
譲
申
候
段
に

御
座
候
由
、
御
金
山
始
終
百
年
余
相
栄
申
た
る
義
に
御
座
候
処
、
田
畑
多
分
に
永
荒
等
も
罷
出
候
得
は
、
御
上
よ
り
仰
付
け
ら
れ
候
に
は
、
他
領
之
者
共

此
所
に
住
居
も
致
度
段
こ
れ
有
に
於
て
は
、
早
速
住
居
到
さ
せ
申
べ
き
段
仰
ら
れ
候
に
付
、
先
祖
其
時
分
よ
り
当
町
筋
道
に
持
高
拾
壱
石
六
斗
三
升
五
合
、

尤
右
高
寛
政
十
二
年
中
反
別
よ
り
相
附
益
候
高
に
御
座
候
。
右
之
地
所
を
以
て
名
子
屋
敷
根
元
二
十
八
軒
御
割
渡
下
置
か
れ
、
則
他
国
之
者
共
江
地
方
先

祖
に
て
無
代
に
し
て
永
代
貸
渡
住
居
致
さ
せ
申
候
処
相
違
御
座
な
く
候
。（
下
略
）。 

⑵
宝
暦
十
一
年
、
横
越
村
鎮
守
堂
宮
書
上
帳
（
新
野
家
文
書
） 

（
前
略
） 

一
、
毘
沙
門 

七
尺
四
面
か
や
ふ
き 

九
反
田
町
別
当 

鈴
木
源
五
左
エ
門 

右
御
堂
、
天
正
年
中
、
う
す
が
沢
御
金
山
栄
て
御
金
山
繁
昌
に
付
、
奉
祝
御
堂
建
立
仕
り
、
長
々
栄
申
に
付
慶
長
九
年
四
月
中
、
当
町
市
場
に
仰
付
ら
れ
、 

御
金
山
出
入
人
数
共
に
支
配
仕
申
候
、
こ
れ
に
よ
り
検
断
屋
敷
の
内
に
御
堂
建
立
仕
候
処
、
宝
暦
六
年
四
月
中
御
堂
縁
起
共
に
焼
失
仕
申
候
、
本
尊
の
義 

は
金
佛
に
御
座
候
（
中
略
） 

一
、
運
安
堂 

は
り
間
壱
間 

行
間
九
尺 

御
縁
日
九
月
九
日 

中
条
周
防
家
来
別
当 

 

伊
藤
九
郎
右
エ
門 

右
は
、
伊
藤
九
郎
右
エ
門
畑
地
竿
同
の
内
に
建
立
致
来
候
、
子
細
は
其
昔
天
正
年
中
よ
り
銀
山
御
金
山
栄
え
申
節
、
御
金
山
並
全
町
人
民
繁
昌
の
た
め
、 

御
金
山
山
先
九
郎
右
エ
門
地
方
畑
林
の
内
に
建
立
仕
来
申
候
（
下
略
） 

⑶
天
明
三
年
、
横
越
村
困
窮
百
姓
共
願
書
（
新
野
家
文
書
） 

（
前
略
）
当
村
之
義
は
、
先
年
、
う
す
が
沢
御
金
山
永
々
栄
り
申
節
、
石
・
砂
多
分
に
押
し
か
け
、
池
之
端
・
笠
松
前
と
申
所
と
、
谷
地
・
御
坂
町
に



今
、
田
形
有
申
、
右
の
私
下
、
田
地
皆
以
寒
立
罷
成
（
下
略
） 

⑷
『
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
（
米
沢
藩
）
』
所
載 

（
前
略
）
米
沢
藩
の
鉱
山
で
寛
文
～
元
禄
頃
ま
で
の
史
料
に
現
れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

長
井
地
方 

横
越
臼
カ
沢
金
山 

西
置
賜
郡
蚕
桑
村
横
田
尻 

（
中
略
） 

し
か
し
史
料
の
上
で
、
鉱
山
政
策
の
初
見
は
慶
長
十
四
年
以
降
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
年
、
在
藩
奉
行
平
林
正
恒
宛
在
府
（
江
戸
）
の
直
江
兼
続
条
書
に
、

北
条
金
山
（
萩
金
山
）
の
運
上
金
の
件
、
お
よ
び
横
越
銀
山
が
良
山
な
ら
ば
灰
吹
は
幕
府
の
法
度
な
る
故
砂
金
に
て
掘
集
め
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
指
図
し
て
、

山
況
の
報
告
を
命
じ
、「
金
山
之
書
付
披
見
了
、
仕
置
可
然
候
事
」「
鉛
山
之
儀
一
切
無
用
之
事
」
な
ど
と
鉱
山
支
配
に
つ
い
て
度
々
打
合
せ
て
い
る
。
鉛
は

灰
吹
精
錬
の
媒
介
用
と
し
て
、
ま
た
銃
丸
製
造
用
と
し
て
必
需
品
で
あ
っ
た
が
、
米
沢
藩
で
は
開
掘
見
込
薄
の
た
め
「
無
用
」
と
指
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
（
中
略
） 

寛
政
三
年
莅
戸
太
華
著
「
樹
畜
建
議
」
に
「
金
山
、
御
領
内
金
山
先
年
盛
候
山
々
相
尋
候
処
、
左
之
通
」
と
し
て
記
さ
れ
た
鉱
山
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

宇
須
カ
沢
銀
山
（
横
越
村
、
田
尻
村
） 

（
外
略
） 

⑸
「
金
沢
寺
由
来
」（
『
蚕
桑
の
郷
土
誌
』
よ
り
） 

天
正
五
年
開
山
、
僧
良
讃
上
人
の
時
臼
カ
沢
鉱
山
崩
壊
し
死
者
多
く
を
出
し
、
更
に
悪
疫
流
行
の
為
人
夫
並
に
里
人
の
病
死
夥
し
き
に
依
り
開
業
人
伊
藤 

三
郎
兵
衛
、
検
断
職
鈴
木
和
泉
、
我
妻
刑
部
等
と
語
り
合
い
村
内
字
西
町
裏
と
称
す
る
浄
地
に
古
き
年
代
の
金
剛
地
蔵
堂
あ
る
に
基
き
、
こ
の
地
に
一
宇 

を
創
建
し
、
そ
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
い
う
。
創
立
の
根
元
は
金
剛
地
蔵
尊
臼
カ
沢
開
鉱
の
縁
故
を
以
て
山
号
を
金
剛
山
、
寺
号
は
金
沢
寺
で
あ
る
。 

以
上
が
臼
ケ
沢
金
山
に
つ
い
て
の
記
録
（
論
稿
）
で
あ
る
が
、
最
盛
時
の
資
料
は
一
つ
も
な
く
、
す
べ
て
後
世
の
も
の
で
あ
る
。 

第4
8

図
が
示
す
よ
う
に
臼
ケ
沢
金
山
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
は
、金
山
現
場
附
近
の
坑
口（
今
は
ほ
と
ん
ど
埋
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
）、

大
岩
不
動
（
こ
れ
も
現
在
は
無
い
）
、
鍛
冶
場
跡
（
横
沢
栄
一
氏
後
方
）、
坂
町
（
酒
町
）、
寺
場
（
臼
カ
沢
金
山
に
か
か
わ
る
寺
と
い
う
）、
茶
屋
跡
（
坑
夫

相
手
の
茶
屋
と
い
う
）
、
山
神
、
精
錬
所
（
馬
場
祐
吉
氏
附
近
）、
砕
鉱
所
（
絹
市
川
辺
）、
金
沢
寺
、
薀
安
堂
な
ど
が
あ
る
。（
第47

図
）。 



そ
の
他
検
断
鈴
木
源
五
左
衛
門
の
子
孫
宅
に
、
砕
鉱
に
使
用
し
た
と
見
ら
れ
る
石
臼
（
第

49

図
）
が
一
基
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
三
十
年
頃
砕
鉱
所
（
第

4
7

図
）
附
近
で
、
絹
市
川
改
修
工
事
の
際
石
臼
が
二
、
三
基
見
つ
か
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
護
岸
築
堤
下
に
埋
ま
っ
た
と
い
う
。 

臼
カ
沢
金
山
が
果
し
て
誰
の
手
に
よ
っ
て
採
鉱
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
『
鮎
貝
の
歴
史
』
で
は
鮎
貝
氏
の
独
占
か
く
し
金
山
説
を
と
っ
て
い
る
が
、
一

説
に
は
伊
達
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
後
者
を
と
り
た
い
。
そ
れ
は
前
に
も
ふ
れ
た
が
、
臼
カ
沢
金
山
の
盛
期
と
い
わ
れ
る

頃
は
、
同
金
山
の
あ
る
横
越
郷
に
は
既
に
伊
達
氏
の
有
力
家
臣
が
稙
宗
に
よ
っ
て
所
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
天
文
の
乱
後
の
行
賞
で
は
、

鮎
貝
氏
は
横
越
郷
に
一
カ
所
の
所
領
も
宛
行
れ
て
い
な
く
（
政
策
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
、
か
え
っ
て
大
立
目
衛
門
を
横
越
郷
の
惣
成
敗
に

任
じ
て
い
る
の
で
あ
る
（
金
山
の
惣
成
敗
に
つ
い
て
は
不
明
）。 

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
検
断
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
鈴
木
氏
と
、
山
先
（
坑
夫
頭
）
の
伊
藤
氏
に
つ
い
て
は
、
同
金
山
の
盛
期
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
出
自
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
一
切
不
明
で
あ
っ
て
、
た
だ
越
後
引
越
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
同
金
山
に
お
い
て
为
要
な
役
割
を

も
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
採
鉱
に
つ
い
て
の
知
識
な
り
経
験
な
り
が
あ
っ
て
そ
れ
を
買
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
そ
の

末
期
で
あ
る
が
「
鮎
貝
御
役
屋
仕
日
記
」
（
小
島
家
文
書
）
な
ど
で
は
、
同
金
山
の
採
鉱
に
名
を
か
り
て
「
ば
く
ち
場
」
に
な
っ
て
い
た
と
も
あ
っ
て
採
鉱

の
痕
跡
は
う
す
い
。 

         

 
 

第４９図：石臼  （鈴木宏氏蔵） 



４ 

中
世
の
農
民
（
百
生
） 

現
在
各
地
に
「
何
々
在
家
」、「
何
々
屋
敷
」
と
よ
ば
れ
る
地
名
或
い
は
呼
び
名
の
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
世
の
農
村
形
態
の
名
残
り 

で
あ
っ
て
、
伊
達
文
書
に
出
て
い
る
「
在
家
」、「
屋
敷
」
は
家
臣
に
対
す
る
所
領
の
宛
行
単
位
や
、
段
銭
徴
収
の
単
位
と
さ
れ
て
い 

て
、
「
在
家
」
名
が
圧
倒
的
に
多
い
。 

伊
達
氏
時
代
に
お
い
て
は
「
在
家
」
は
段
銭
（
納
税
の
一
種
）
徴
収
の
単
位
と
さ
れ
て
い 

る
。
天
正
十
二
年
下
長
井
段
銭
徴
収
の
記
録
の
中
で
、
新
砥
郷
の
「
み
や
う
阿
弥
在
家
七 

〇
〇
苅
役
に
二
八
九
文
」「
ほ
そ
こ
み
在
家
四
〇
〇
文
」、
浅
立
郷
の
「
と
う
志
う
在
家
一 

〇
三
文
」
な
ど
が
見
え
て
お
り
、
こ
の
段
銭
が
段
銭
上
納
人
（
段
銭
沙
汰
人
、
段
銭
請
貟 

人
）
で
あ
る
特
定
人
、
或
い
は
農
村
に
成
長
し
て
い
た
「
お
と
な
」
と
呼
ば
れ
る
「
お
と 

な
百
生
」
を
経
て
伊
達
氏
に
納
入
さ
れ
て
い
る
。「
屋
敷
」
名
の
方
は
、
当
地
に
お
い
て 

は
記
録
に
見
え
な
い
が
、
五
十
川
郷
の
「
先
達
屋
敷
」「
木
の
下
屋
敷
」
な
ど
と
他
の
地 

方
に
は
数
多
く
屋
敷
名
が
で
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
当
地
に
お
い
て
も
同
様
に
段
銭
徴 

収
の
単
位
と
し
て
「
屋
敷
」
も
取
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

一
方
、
伊
達
氏
が
家
臣
へ
の
所
領
宛
行
い
の
単
位
と
し
て
「
在
家
・
屋
敷
」
を
取
扱
っ
た 

も
の
と
し
て
は
、
永
正
十
七
年
竜
島
院
に
宛
て
た
安
堵
状
の
「
横
越
郷
、
道
満
屋
敷
」、 

大
永
二
年
舟
生
右
馬
助
へ
の
安
堵
状
「
掃
部
屋
敷
」「
は
け
の
道
、
林
屋
敷
」、
大
永
三
年 

松
岡
土
佐
守
へ
の
安
堵
状
「
荒
砥
郷
畠
中
在
家
」「
黒
藤
郷
細
こ
え
在
家
」、
松
岡
房
へ
の 

安
堵
状
「
黒
藤
郷
道
明
在
家
」、
天
文
二
十
二
年
晴
宗
公
采
地
下
賜
録
に
お
い
て
は
「
荒 

砥
郷
川
部
屋
敷
」「
黒
藤
郷
け
と
う
在
家
、
宮
在
家
、
き
し
の
在
家
」、「
横
越
郷
紀
藤
二 

郎
在
家
」
が
見
え
て
お
り
、
他
の
地
方
に
お
い
て
も
数
多
く
の
「
在
家
、
屋
敷
」
が
所
領 

宛
行
い
の
単
位
と
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
家
臣
に
対
す
る
所
領
宛
行
い
の
単
位
や
、
段
銭
徴
収
の
単
位
と
さ
れ
た 

在

家

と 
屋

敷 

第５０図：川西町犬川土豪屋敷 

長井政太郎氏「散村の発達」より転載 



「
在
家
、
屋
敷
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
地
に
は

こ
れ
を
明
ら
か
に
で
き
る
史
料
は
な
い
が
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
頃
、
下
長
井
黒
沢
郷
の
坪
沼
在
家
は
梅
津
備
後
守
か
ら
湯
村
犬
松
に
売
ら
れ
、
湯
村
犬

松
の
買
地
と
し
て
伊
達
稙
宗
が
こ
れ
を
安
堵
し
て
い
る
が
、
更
に
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
晴
宗
は
天
文
の
乱
の
結
末
と
し
て
湯
村
藤
左
衛
門
に
こ
れ
を

宛
行
っ
て
い
る
。
こ
の
在
家
の
住
人
は
佐
藤
姓
を
名
の
る
有
力
な
農
民
で
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
段
銭
帳
で
は
黒
沢
郷
の
段
銭
沙
汰
人
と
な
っ
て
い

る
。
佐
藤
家
に
は
合
計
一
〇
軒
の
家
中
（
名
子
）
が
お
り
、
为
家
か
ら
耕
地
、
家
を
借
り
て
年
財
を
納
め
て
い
た
。 

坪
沼
在
家
と
同
様
な
在
家
の
あ
り
か
た
を
示
す
も
の
と
し
て
、
第50

図
の
よ
う
な
絵
図
が
あ
る
。 

こ
の
図
に
よ
る
と
当
時
の
土
豪
は
、
屋
敷
の
周
囲
に
土
塁
・
壕
を
め
ぐ
ら
し
手
作
地
を
有
し
、
名
子
・
下
人
に
家
を
持
た
せ
て
耕
作
に
従
事
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
屋
敷
構
え
は
当
時
の
土
豪
の
一
般
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
前
述
の
（
第
２
頄
）
小
田
館
・
備
後
館
・
本
館
・
政
所
・
浅
立
館
な
ど
は
こ

の
類
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
横
越
館
・
高
玉
城
・
黒
藤
館
・
下
館
な
ど
は
、
規
模
を
大
き
く
し
た
も
の
で
非
常
に
似
通
っ
た
条
件
（
構
造
、
機

能
上
）
を
備
え
て
い
る
。 従

来
の
在
家
形
態
が
領
为
の
政
策
（
領
民
の
把
握
と
徴
税
の
増
加
）
や
、
農
民
の
自
立
に
よ
っ
て
か
っ
て
の
営
農
形
態
の
崩
れ
た
江
戸 

初
期
、「
寛
永
十
四
年
畔
藤
村
検
地
帳
」
の
中
で
、
こ
の
時
期
の
「
在
家
」
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
そ
の
一
部
を
第
８
表
で
見
る 

こ
と
に
す
る
。 

 

   

 
 

 

原

在

家 

在

家

名 

市
右
エ
門 

同 次
郎
左
エ
門 

 

文
九
郎 

文
二
郎 

藤
七
郎 

名

請

人 

一

、

九

、

二

七 

〇

、

二

、

一

二 

一

、

三

、

〇

三 

 

反

セ

歩 

一

、

三

、

〇

六 

〇

、

九

、

一

八 

屋

敷

面

積 

四
、
八
、
六
、
一
七 

 

八
、
〇
、
六
、
〇
〇 

 

町

反

セ

歩 

四
、
五
、
〇
、
二
七 

九
、
八
、
〇
、
二
八 

〇
、
四
、
八
、
一
八 

田

畑

面

積 

肝
煎 

名
子
屋
敷 

肝
煎 

 

備

考 

当

地

方

の 

在

家 

第
８
表
：
寛
永
十
四
年
畔
藤
村
検
地
帳
に
於
け
る
在
家
の
内
容 



 

 
 

西

原

在

家 

け

と

う

在

家 

下

の

在

家 

兎

在

家 

宮

在

家 

 

川

在

家 

（
か
な
い
け
） 

岡

の

在

家 

き

し

の

在

家 

次
郎
兵
衛 

惣
右
エ
門 

孫
左
エ
門 

同 十
郎
右
エ
門 

五
郎
右
エ
門 

美
濃
守 

二
郎
右
エ
門 

与
四
郎 

助
三 

仁
右
エ
門 

清
蔵 

二
郎
兵
衛 

彦
十
郎 

同 平
十
郎 

彦
三 

平
左
エ
門 

惣
二
郎 

同 弥
吉 

九
郎
右
エ
門 

〇

、

二

、

二

一 

 

〇

、

五

、

〇

三 

〇

、

三

、

二

一 

 

〇

、

六

、

〇

〇 

  

〇

、

五

、

二

七 

 

一

、

〇

、

〇

〇 

 
〇

、

四

、

〇

六 

〇

、

四

、

〇

九 

〇

、

八

、

二

一 

〇

、

八

、

一

二 

〇

、

六

、

〇

〇 

〇

、

二

、

二

一 

〇

、

七

、

〇

六 

一

、

一

、

一

二 

 

〇
、
一
、
五
、
一
九 

〇
、
五
、
六
、
〇
九 

〇
、
三
、
〇
、
〇
一 

 

二
、
九
、
八
、
二
九 

二
、
三
、
九
、
一
一 

三
、
二
、
九
、
二
六 

〇
、
六
、
五
、
一
八 

〇
、
〇
、
二
、
一
五 

一
、
五
、
六
、
〇
一 

〇
、
一
、
二
、
〇
九 

三
、
九
、
〇
、
〇
二 

〇
、
五
、
九
、
〇
〇 

二
、
七
、
六
、
一
三 

 

二
、
七
、
七
、
〇
二 

四
、
六
、
八
、
〇
九 

三
、
九
、
四
、
〇
九 

〇
、
七
、
四
、
一
二 

 

二
、
一
、
九
、
一
二 

〇
、
五
、
八
、
二
七 

     

隠
居
分 

 

名
子
屋
敷 

小
走 

小
走 



     

 

第
８
表
で
は
、
従
来
の
在
家
の
様
相
を
正
確
に
見
る
こ
と
は
で
き
ず
殆
ん
ど
分
解
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
「
き
し
の
在
家
」
、
「
西
原
在
家
」
は
現
在
の
町

通
り
に
あ
る
の
で
分
解
も
早
く
、
細
分
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
が
、
他
の
在
家
「
原
在
家
、
岡
の
在
家
、
川
在
家
、
宮
在
家
、
兎
在
家
、
下
の
在
家
、
け
と

う
在
家
」
は
、
検
地
帳
の
内
容
を
見
る
と
同
族
に
よ
る
分
解
と
見
ら
れ
る
の
で
、
従
来
は
、
そ
の
在
家
为
た
る
「
本
家
」
に
よ
っ
て
「
在
家
営
農
」
が
な
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

各
々
の
在
家
の
営
農
規
模
は
大
小
様
々
で
、
こ
の
表
で
見
る
限
り
原
在
家
は
約
一
五
町
歩
（
屋
敷
共
）
、
き
し
の
在
家
も
約
一
五
町
歩
、
岡
の
在
家
は
約
一

〇
町
歩
余
、
川
在
家
は
約
五
町
歩
余
、
宮
在
家
は
約
四
町
五
反
歩
、
兎
在
家
は
約
一
町
七
反
歩
、
下
の
在
家
は
約
四
町
歩
、
け
と
う
在
家
は
約
五
町
歩
余
、
西

原
在
家
は
約
一
町
五
反
歩
な
ど
と
な
っ
て
い
て
、
小
は
一
町
歩
余
か
ら
大
は
一
五
町
余
と
そ
の
差
が
大
き
い
。
も
っ
と
も
こ
の
表
の
時
期
は
、
上
杉
藩
の
開
墾

政
策
が
熱
心
に
進
め
た
れ
た
時
で
あ
り
、
こ
れ
に
従
事
す
る
農
民
（
下
級
步
士
な
ど
も
含
み
）
が
多
く
あ
っ
た
か
ら
、
田
畑
の
所
有
面
積
が
急
速
に
増
大
し
た

こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
計
算
に
入
れ
た
場
合
で
も
「
在
家
の
営
農
規
模
」
は
一
町
歩
か
ら
十
町
歩
前
後
で
あ
っ
た
と
み
て
差
支
え
あ

る
ま
い
。 

在
家
为
は
、
現
在
の
営
農
の
よ
う
に
夫
婦
二
人
で
数
町
歩
の
田
畑
を
耕
作
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
当
然
隷
属
す
る
農
民
が
必
要
で
あ
る
。
所
謂
「
眷

族
・
名
子
の
も
の
以
下
の
男
女
」
（
塵
芥
集
）
で
あ
っ
た
。
寛
永
十
四
年
の
時
点
で
も
畔
藤
村
で
は
「
名
子
屋
敷
、
水
の
み
」
が
二
七
筆
も
記
さ
れ
て
い
て
、

従
来
は
在
家
为
の
屋
敷
に
多
数
の
複
合
家
族
が
住
み
営
農
に
従
事
し
た
。
こ
の
様
な
従
属
農
民
も
独
立
自
営
の
形
を
と
っ
て
「
半
在
定
」
（
長
井
市
白
兎
に
こ

の
地
名
が
あ
る
）
、「
片
屋
敷
」（
横
田
尻
）
、
脇
在
家
・
新
在
家
と
な
り
、
や
が
て
完
全
に
独
立
し
て
「
在
家
」
の
形
と
な
り
、
従
来
の
在
家
は
細
分
化
さ
れ
分

解
し
て
い
っ
た
。 

在
家
の
営
農
状
態
が
崩
れ
、
小
農
民
の
自
立
経
営
が
目
立
っ
て
く
る
の
は
、
太
閤
検
地
以
降
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
き
ざ
し
は
既
に
戦

国
時
代
に
見
ら
れ
、
よ
く
い
わ
れ
る
「
何
々
村
の
草
分
け
何
軒
」
と
い
う
伝
承
は
、
在
家
時
代
も
し
く
は
在
家
が
や
や
分
解
し
か
け
た
頃
を
指
す
も
の
で
あ
ろ

 

源

左

エ

門 

孫

兵

衛 

惣

兵

衛 

藤

三 

惣

右

エ

門 

 

〇
、
一
、
五
、
一
五 

〇
、
〇
、
一
、
一
五 

〇
、
〇
、
三
、
二
一 

〇
、
〇
、
九
、
一
五 

〇
、
二
、
一
、
一
五 

 



う
。
在
家
分
解
が
進
ん
だ
と
い
わ
れ
る
江
戸
時
代
初
期
の
資
料
に
、「
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
畔
藤
村
検
地
帳
」（
紺
野
家
文
書
）
が
あ
る
。
畔
藤
村
に
つ

い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
第
二
節
第
４
頄
）
、
伊
達
氏
時
代
に
「
黒
藤
郷
」
と
し
て
名
が
あ
り
、
若
干
の
在
家
名
も
見
え
る
。
天
正
十
二
年
の
段
銭
帳

に
は
「
お
と
な
百
生
」
の
名
も
あ
る
が
、
「
お
と
な
百
生
」
は
、
在
家
は
百
生
が
力
を
得
て
郷
村
の
为
軸
を
な
す
も
の
と
い
わ
れ
、
黒
藤
郷
で
は
有
力
な
「
お

と
な
百
生
」
が
育
ち
、
彼
等
に
よ
っ
て
黒
藤
郷
が
構
成
さ
れ
、
段
銭
の
徴
収
・
納
入
が
「
お
と
な
中
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

                   
 

花
と
う
在
家
・
け
と
う
在
家 

宮
在
家 

き
し
の
在
家 

 

西
原
在
家 

川
在
家
・
川
な
い
け 

亘
理
分
五
間
在
家 

亘
理
分
五
間 

 

道
明
在
家 

細
こ
え
在
家
・
細
越
在
家 

ほ
そ
こ
み
・
お
そ
こ
し 

 

伊 

達 

文 
書 

下
道 

宮
ノ
在
家 

き
し
・
岸 

下
ノ
在
家 

西
原 

 

原
在
家 

兎 岡
ノ
在
家 

理
り
や
し
き 

 

ほ
そ
こ
へ 

寛
永
十
四
年
検
地
帳 

 

宮
在
家 

 
下
在
家 

西
原 

金
池 

原
在
家 

兎
在
家 

岡   
細 

越 

現
存
地
名 

第５１図：黒藤郷の在家の位置 



 

伊
達
文
書
、
寛
永
十
四
年
畔
藤
村
検
地
帳
、
現
存
地
名
に
よ
っ
て
、
黒
藤
郷
の
在
家
を
記
し
た
の
が
第
９
表
と
第

51

図
で
あ
る
。
黒
藤
郷
で
は
以
上
の
外

に
「
何
々
在
家
」
と
呼
ば
れ
た
所
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
で
は
わ
か
ら
な
い
。 

黒
藤
郷
の
在
家
名
が
多
い
の
に
対
し
て
「
屋
敷
」
名
の
多
い
の
が
「
山
口
郷
・
高
玉
郷
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
何
々
屋
敷
」、「
何
々
在
家
」
は
同
様
な
も
の

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。 

伊
達
氏
時
代
以
降
、
在
家
名
・
屋
敷
名
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。 

（
高
玉
地
区
） 

町
屋
敷 

土
屋
敷 
鍛
冶
屋
敷 

館
屋
敷 

新
屋
敷 

鮎
貝
沢
屋
敷 

采
女
屋
敷 

稲
荷
屋
敷 

地
蔵
屋
敷 

番
匠
屋
敷 

木
下
屋
敷  

懸
屋
敷 

三 

角
屋
敷 

寺
屋
敷 

稲
村
屋
敷 
雪
舟
町
屋
敷 

角
在
家 

善
八
在
家 

沢
ノ
在
家 

双
六
在
家 

（
横
田
尻
地
区
） 

空
屋
敷 

片
屋
敷 

備
前
屋 

焼
屋
敷 
元
屋
敷 

道
満
屋
敷 

紀
ノ
藤
二
郎
在
家 

高
野
在
家 

度
在
家 

小
渋
在
家 

繁
昌
在
家 

（
山
口
地
区
） 

加
賀
屋
敷 

新
（
荒
）
屋
敷 

所
屋
敷 

沖
屋
敷
（
青
木
屋
敷
・
大
木
屋
敷
） 

森
屋
敷 

中
屋
敷 

 

浅
（
朝
）
見
屋
敷  

友
屋
敷 

赤
間
屋
敷 

藤
馬
屋
敷 

御
陣
屋
屋
敷 

左
在
家 
政
所
（
萬
所
） 

（
鮎
貝
地
区
） 

中
川
原
舟
守
屋
敷 

 

御
屋
敷
（
俗
称
、
江
戸
時
代
） 

（
深
山
・
高
岡
地
区
） 

上
在
家 

中
在
家 

下
在
家 

五
味
屋
敷 

寺
屋
敷 

古
屋
敷 

（
浅
立
地
区
） 

館
屋
敷 

大
屋
敷 

と
う
志
う
在
家 

川
原
在
家 

原
在
家 



（
畔
藤
地
区
）
前
述 

（
荒
砥
地
区
）･

･
･･
･
･

十
王
を
含
む･

･
･ 

川
部
屋
敷
（
荒
砥
郷
の
内
） 

畠
中
在
家 

め
や
う
阿
弥
在
家 

め
ぐ
り
や
在
家 

中
屋
敷 

陣
屋 

花
在
家 

新
屋
敷 

横
屋
敷 

大
金
屋
敷 

館 
ノ
内 

（
萩
野
地
区
） 

陣
屋
式 

居
屋
敷 

寺
屋
敷 

中
屋
敷 

屋
敷
神
は
一
般
に
は
稲
荷
が
多
く
、
八
幡
・
熊
野
・
神
明
・
諏
訪
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
族
、
一
家
の
無
事
息
災
と
繁
栄
を
願
い
、

生
産
物
の
豊
饒
を
祈
る
。
西
高
玉
の
橋
本
家
（
橋
本
孫
太
郎
氏
）
の
屋
敷
神
（
阿
弥
陀
）
の
鰐
口
に
は
、
次
の
よ
う
な
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

（
表
）
奉
掛
金
屋
神
之
御
宝
前
鰐
口
一
輪
之
事
施
为
西
元
四
郎
左
衛
門
政
直 

（
裏
）
于
時
天
正
拾
六
戊
子
十
一
月
廿
八
日
藤
原
氏
海
老
原
尚
次 

こ
れ
は
直
径
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
い
も
の
で
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
十
一
月
は
鮎
貝
氏
が
亡
び
て
一
年
余
の
こ
と
で
あ
る
。
橋
本
家
の

屋
敷
神
の
祭
り
は
、
精
進
潔
斎
を
し
て
厳
か
に
行
わ
れ
る
と
い
う
。 

        
 

第５２図：橋本家鰐口 



５ 

下
地
中
分 

下
地
中
分
と
は
、
領
家
（
荘
園
領
为
）
と
地
頭
が
お
な
じ
地
域
の
荘
園
を
支
配
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
規
定
額
の
地
代
を
と
る
こ
と
（
こ
れ
が
荘
園
制
の
本

来
の
あ
り
か
た
で
あ
る
）
を
や
め
て
、
土
地
自
体
（
下
地
）
を
分
割
し
て
め
い
め
い
が
独
自
の
支
配
を
行
い
、
以
後
た
が
い
に
干
渉
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
い
う
が
（
『
日
本
の
歴
史
』
第
八
巻
中
央
公
論
社
）
、
鎌
倉
中
期
頃
か
ら
南
北
朝
末
期
頃
ま
で
に
行
わ
れ
た
年
財
・
土
地
の
論
争
に
対
す
る
解
決
方
法
の
一
つ

で
、
上
分
（
年
財
・
公
事
以
下
一
切
の
剰
余
生
産
物
の
こ
と
）
を
生
み
出
す
土
地
す
な
わ
ち
「
下
地
」
を
分
割
す
る
も
の
で
あ
る
。
横
越
郷
北
方

き
た
か
た

、
高
玉
郷
南
方

み
な
み
か
た

（
第
二
節
第
４
頄
）
は
下
地
中
分
が
生
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
下
地
中
分
の
分
け
方
は
、
南
方
・
北
方
と
す
る
も
の
、
西
方
・
東
方
と
す
る
も
の
上
方
・
下
方
と

す
る
場
合
な
ど
が
あ
る
よ
う
で
、
下
長
井
地
方
で
は
、
吉
田
郷
・
萩
生
郷
・
寺
泉
郷
、
当
地
の
高
玉
・
横
越
の
両
郷
に
見
ら
れ
る
。
高
玉
、
横
越
の
両
郷
に
見

ら
れ
る
。
高
玉
、
横
越
両
郷
の
論
争
に
つ
い
て
は
南
方
、
北
方
の
語
句
を
知
る
だ
け
で
あ
る
が
、
高
玉
郷
の
南
北
の
境
界
は
、
小
田
館
―
備
後
館
―
本
館
を
結

ぶ
線
と
考
え
ら
れ
、
横
越
郷
の
場
合
は
、
横
越
館
西
部
が
北
方
、
東
部
が
南
方
に
分
け
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
伊
達
氏
の
安
堵
状
よ
り
）。 

上
杉
氏
時
代
の
初
頭
鮎
貝
城
为
と
な
っ
た
中
条
氏
が
、
越
後
国
奥
山
庄
の
地
頭
で
あ
っ
た
と
き
に
お
き
た
論
争
に
つ
い
て
、「
中
条
古
文
書
抄
」（
米
沢
市
立

図
書
館
）
に
よ
り
紹
介
す
る
。 

越
後
国
奥
山
庄
雑
掌
円
政
と
中
条
地
頭
和
田
七
郎
茂
明
相
論
所
条
々
。 

一
、
可
レ

被
ニ

顚
倒
一

請 

右
如
訴
状
は
、
領
家
進
上
の
地
也
。
西
地
頭
号
ニ

請
所
一

打
正
預
所
入
部
云
々
。
如
ニ
陳
状
一

は
任
ニ

先
例
一

恙
地
所
、
至
ニ

子
孫
一

は
、
不
レ

可
ニ

相
違
一

の
由
、 

仁
治
・
寛
元
御
下
知
分
明
の
上
は
、
争
領
家
進
上
の
旨
、
可
レ

掠
哉
云
々
。
如
ニ

茂
明
所
進
一

、
仁
治
元
年
十
月
十
日
下
知
状
は
、
越
後
国
奥
山
庄
雑
掌
盛 

遠
と
、
地
預
所
右
近
将
監
尚
成
と
地
頭
高
井
兵
衛
三
郎
時
茂
相
論
条
々
一
撫
注
事
云
々
（
所
詮
略
之
）。
如
ニ

寛
元
二
年
七
月
二
十
一
日
下
知
状
一

は
、
越 

後
国
奥
山
庄
雑
掌
盛
遠
と
地
頭
高
井
兵
衛
三
郎
明
茂
法
師
、
相
論
注
間
事
、
就
ニ

尚
成
和
与
状
一

、
如
二

時
茂
法
師
所
給
一

、
仁
治
元
年
御
下
文
は
撫
ニ

注
事 

一

被
レ

載
、
名
月
の
上
諸
所
事
、
至
レ

于
ニ

子
々
孫
々
一

不
レ

可
レ

有
ニ

相
違
一

云
々
。 

仌
雖
ニ

不
レ

載
一

、
仰
詞
入
ニ

篇
目
一

の
間
非
沙
汰
の
限
歟
。
早
停
止
盛
遠
監
訴
任
ニ

先
下
知
一

旨
為
ニ

請
所
一

の
条
分
明
也
。 

彼
時
成
敗
、
難
レ

被
ニ

改
替
一

の
間
、
国
政
訴
訟
不
レ

及
ニ

沙
汰
一

写 

一
、
中
分
事 



右
為
レ

全
ニ

向
後
年
財
一

、
可
レ

被
ニ

折
中
一

下
地
之
旨
雖
レ

申
レ

之
訴
訟
之
趣
、
為
ニ

非
拠
一

の
間
同
然
矣
。 

一
、
年
財
事 

右
国
政
則
令
ニ

対
押
一

之
由
申
レ

之
、
茂
明
亦
致
辧
之
旨
申
レ

之
者
、
遂
ニ

結
解
一

、
有
未
進
者
、
可
究
済
也
焉
。 

一
、
色
代
事 

右
如
ニ

国
政
一

申
者
、
以
ニ

現
物
一

可
レ

収
納
ニ

之
一

、
茂
明
申
者
仁
治
元
年
被
定
納
法
、
被
ニ

下
知
一

之
上
者
今
更
不
レ

及
ニ

子
細
云
々
一

者
。
如
ニ

仁
治
元
年

九
月
二
十
七
日
一
、
預
所
尚
茂
和
与
状
者
、
越
後
国
奥
山
庄
預
所
尚
茂
条
々
定
置
和
与
。 

一
、
御
米
京
定
佰

斛

（
百
石
）

。
但
代
之
時
者
、
右
別
銭

陸
（
六
）

百
文
定 

一
、
御
服
綿
千
両
。
但
代
之
時
者
、
拾
両
別
銭
八
百
文
定 

右
預
所
と
地
頭
成
ニ

和
与
一

議 

令
ニ

言
上
一

事
由
、
於
ニ

領
家
之
処
一

、
被
ニ

聞
食
一

之
由
、
被
ニ

仰
下
一

畢
。
随
自
ニ

先
例
一

為
ニ

諸
所
一

至
レ

于
ニ

子
々
孫
々
一

永
不
レ

可
レ

有
ニ

預
所
入
部
一

云
々
（
他 

事
略
之
）
。 

如
ニ

同
十
月
十
日
下
知
状
一

者
、
越
後
国
奥
山
庄
預
所
右
近
将
監
尚
成
と
地
頭
高
井
兵
衛
三
郎
時
茂
相
論
条
々
。
尚
成
と
時
茂
令
ニ

和
与
一

畢
。 

如
ニ

尚
成
去
九
月
二
十
七
日
和
与
状
一

者
。 

京
定
御
米
百
石
、
色
代
時
者
、
右
別
銭
六
百
文
、
御
服
綿
千
両
、
色
代
時
者
拾
両
、
別
銭
八
百
文
、 

依
ニ

先
例
一

為
ニ

請
所
一

不
レ

可
レ

有
ニ

預
所
入
部
一

、
至
ニ

子
々
孫
々
一

不
レ

可
レ

有
ニ

相
違
一

云
々
。
同
前
者
仁
治
下
知
状
現
色
可
レ

任
ニ

領
家
意
一

之
状
顕
然
也
而

自
ニ

仁
治
以
来
六
十
余
年
一

済
例
今
更
難
レ

被
ニ

改
替
一

之
由
、
茂
明
雖
レ

申
レ

之
所
務
者
不
レ

可
レ

依
ニ

年
記
一

之
由
、
被
ニ

定
下
一

之
上
者
、
於
向
後
者
、
現
色
両

様
領
家
尉
意
也
矣
。 

以
前
条
々
依
ニ
鎌
倉
殿
仰
一
下
知
如
件
。 

嘉
元
二
年
十
二
月
二
十
六
日 

相
模
守
平
朝
臣 

在
判 

左
京
権
大
夫
平
朝
臣
在
判 

 

仁
治
元
年
―
一
二
四
〇 



 

寛
元
二
年
―
一
二
四
四 

 

嘉
元
二
年
―
一
三
〇
四 

 
中
条
家
の
祖
―
三
浦
、
和
田 

以
上
の
文
面
で
わ
か
る
よ
う
に
、
中
条
の
地
頭
和
田
七
郎
茂
明
は
論
争
を
起
し
「
下
地
中
分
」
を
为
張
し
た
が
、
「
先
例
に
従
う
べ
し
」
と
し
て
敗
訴
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

預
所
―
庄
園
の
現
地
管
理
者 

 

雑
掌
―
預
所
は
現
地
に
行
か
ず
代
官
を
し
て
事
務
を
と
ら
せ
る
が
、
雑
掌
は
そ
の
代
官
で
あ
る
。
田
畑
を
農
民
に
わ
り
当
て
、
年
財
の
額
を
き
め
、
収 

納
に
あ
た
る
。 

６ 

古
銭
の
語
る
も
の 

『
鮎
貝
の
歴
史
』
は
、
昭
和
二
十
四
年
秋
、
鮎
貝
白
山
続
き
の
文
殊
山
中
腹
で
開
墾
中
約
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
古
銭
が
、
高
橋
卓
司
氏
に
よ
っ
て
発
掘
さ

れ
た
こ
と
を
記
し
、
こ
の
古
銭
は
開
元
通
宝
を
は
じ
め
永
楽
通
宝
ま
で
五
〇
余
種
の
中
国
銭
貨
で
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
鮎
貝
氏
の
滅
亡
に
つ
な
が

る
も
の
で
な
い
か
と
し
て
い
る
。 

そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
頃
、
高
橋
卓
司
氏
発
掘
地
の
間
近
い
所
で
、
横
沢
由
太
郎
氏
に
よ
っ
て
約
一
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
同
様
な
古
銭
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ

の
種
別
、
数
量
は
第

1
0

表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
銭
貨
は
、
中
国
の
唐
代
、
開
元
通
宝
か
ら
明
代
の
宣
徳
通
宝
ま
で
四
五
種
あ
っ
て
三
、
四
〇
〇
枚
ほ
ど
に

な
る
。
日
本
で
も
中
国
銭
貨
と
同
名
の
も
の
が
後
世
鋳
造
さ
れ
て
い
る
が
、
発
掘
さ
れ
た
古
銭
は
、
宣
徳
通
宝
（
一
四
三
三
）
ま
で
大
部
分
が
中
国
、
朝
鮮
で

造
ら
れ
我
が
国
に
輸
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

横
沢
氏
の
発
掘
し
た
地
点
は
江
戸
時
代
初
期
（
元
和
八
年
か
ら
寛
文
四
年
ま
で
）
、
鮎
貝
城
代
で
あ
っ
た
春
日
为
膳
の
屋
敷
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
所

で
あ
る
。
以
上
二
カ
所
か
ら
発
掘
さ
れ
た
古
銭
は
、
銭
貨
名
と
そ
の
鋳
造
年
代
か
ら
見
て
『
鮎
貝
の
歴
史
』
が
云
う
如
く
天
正
十
五
年
に
伊
達
政
宗
に
叛
し
て

敗
れ
た
鮎
貝
氏
に
ま
つ
わ
る
も
の
と
し
て
差
支
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
し
銭
貨
の
最
終
年
号
宣
徳
通
宝
（
一
四
三
三
）
と
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
）
の
間
に
は
一
五
四
年
の
開
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
鮎
貝
の
歴
史
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
日
本
の
銭
貨
鋳
造
政
策
と
銭
貨
輸
入
策
と
に
よ
っ
て
で
き
た

も
の
で
、
豊
臣
秀
吉
が
天
正
十
五
年
天
正
通
宝
を
造
る
以
前
の
も
の
と
し
て
よ
い
（
こ
の
間
に
日
本
の
鋳
造
銭
貨
、
太
平
・
天
元
・
開
元
・
政
和
・
永
楽
の
各



通
宝
が
鎌
倉
時
代
、
足
利
時
代
に
造
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
銭
貨
が
交
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。） 

 
 



銭貨名 枚数 
中国銭 朝鮮銭 日本銭 

時代 西暦 時代 西暦 時代 西暦 

 

開 元 通 宝 

 

乹 元 通 宝 

 

宋 通 元 宝 

太 平 通 宝 

 

淳 化 元 宝 

至 道 元 宝 

咸 平 元 宝 

景 徳 元 宝 

祥 符 元 宝 

祥 符 通 宝 

天 禧 通 宝 

天 聖 元 宝 

 

景 祐 元 宝 

皇 宋 通 宝 

至 和 元 宝 

至 和 通 宝 

嘉 祐 元 宝 

嘉 祐 通 宝 

治 平 元 宝 

治 平 通 宝 

熙 寧 元 宝 

元 豊 通 宝 

元 祐 通 宝 

紹 聖 元 宝 

東 国 通 宝 

元 符 通 宝 

聖 宋 元 宝 

大 観 通 宝 

政 和 通 宝 

宣 和 通 宝 

建 災 通 宝 

 

219 

 

8 

 

8 

15 

 

6 

52 

23 

52 

73 

29 

44 

95 

 

47 

339 

76 

26 

23 

17 

23 

50 

293 

212 

251 

109 

2 

42 

93 

18 

102 

5 

1 

 

唐 

 

唐 

 

北宋 

北宋 

清 

北宋 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

北宋 

安南 

北宋 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

南宋 

621 

845 

966 

758 

759 

968 

977 

1875 

990 

995 

999 

1005 

1008 

1009 

1018 

1023 

 

1034 

1039 

1054 

1054 

1057 

1057 

1064 

1064 

1068 

1078 

1251 

1093 

1094 

 

 

1098 

1101 

1107 

1111 

1119 

1127 

 

高麗 

 

高麗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高麗 

 

998 

 

998 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1097 

 

 

足利頃 

 

 

 

 

 

鎌倉頃 

 

 

 

 

 

天正頃 

万治 2 

天正頃 

 

天正頃 

万治 2 

 

 

 

万治 2 

 

 

天正頃 

万治 2 

天正頃 

万治 2 

天正頃 

天正頃 

万治 2 

 

 

 

 

 

足利頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1659 

 

 

 

 

1659 

 

 

 

1659 

 

 

 

1659 

 

1659 

 

 

1659 

第 10 表：発掘された古銭（銅貨） 



 
紹 興 元 宝 

正 隆 元 宝 

淳 煕 元 宝 

紹 煕 元 宝 

慶 元 通 宝 

嘉 泰 通 宝 

嘉 定 通 宝 

紹 定 通 宝 

淳 祐 通 宝 

淳 祐 元 宝 

皇 宋 元 宝 

景 定 元 宝 

咸 淳 元 宝 

大 中 通 宝 

洪 武 通 宝 

永 楽 通 宝 

朝 鮮 通 宝 

宣 徳 通 宝 

判 読 困 難 

合 計 

1 

1 

10 

7 

4 

1 

14 

8 

5 

10 

16 

15 

1 

1 

193 

452 

6 

10 

55 

3,223 

〃 

斉 

南宋 

〃 

〃 

南宋 

安南 

南宋 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

明 

〃 

〃 

 

明 

1131 

1158 

1174 

1190 

1195 

1201 

1573 

1208 

1228 

1241 

1241 

1253 

1260 

1265 

1361 

1368 

1408 

 

1433 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝鮮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1423 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天正頃 

天正・ 

元禄頃 

足利頃天 

正～慶長 

 

 銭貨名・鋳造年代は『昭和古銭価格図譜』による。 

 中国銭と同名の日本銭が造られているが、この発掘古銭の中には日本銭はないものと思われる。 

 以上の内、背面に文字あるいは記号の刻印のあるもの 25 枚。 



 



１ 

中
世
の
宗
教 

中
世
の
宗
教
を
知
る
史
料
と
し
て
は
、
神
社
・
仏
閣
の
縁
紀
、
建
造
物
、
仏
像
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
層
塔
、
板
碑
な
ど
も
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
い

つ
の
時
代
で
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
民
衆
の
信
仰
や
傑
出
し
た
宗
祖
の
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
そ
の
興
廃
が
左
右
さ
れ
た
こ
と
が
多

い
の
で
あ
る
。
当
地
に
あ
っ
て
は
長
井
氏
時
代
・
伊
達
氏
時
代
を
通
じ
て
、
こ
の
両
氏
の
宗
教
政
策
と
も
言
う
べ
き
者
の
影
響
と
、
各
地
頭
の
信
仰
心
が
大
き

な
力
を
も
っ
て
民
衆
を
動
か
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
当
地
方
の
よ
う
に
特
産
物
は
少
な
く
、
生
産
物
の
換
金
集
団
に
も
不
便
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
社
・
寺
の
権
力
者
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

長
井
氏
時
代
の
信
仰
は
、
当
然
鎌
倉
時
代
の
信
仰
の
流
れ
の
中
で
育
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
頼
朝
の
全
国
制
覇
に
よ
っ
て
、
鎌
倉 

武
士
が
全
国
に
地
頭
と
し
て
配
置
さ
れ
た
。
当
地
方
の
地
頭
と
な
っ
た
長
井
氏
（
大
江
民
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
長
井
氏
に
よ
る
社 

寺
の
造
営
・
修
復
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
棟
礼
や
伝
承
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
井
氏
が
神
社
や
寺
院
に
示
す
尊
崇
の
念
は
、
当
地
の
民
心
を
あ

つ
め
、
こ
れ
を
治
政
の
上
に
利
用
し
た
こ
と
は
、
長
井
氏
に
限
ら
ず
、
各
時
代
を
一
貫
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

置
賜
地
方
で
こ
の
時
代
の
信
仰
を
知
る
顕
著
な
も
の
と
し
て
板
碑
が
あ
る
が
、
特
に
留
意
の
要
が
あ
る
の
は
、
中
世
の
記
銘
年
号
は
ほ
と
ん
ど
が
長
井
氏
時

代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
阿
弥
陀
信
仰
と
大
日
信
仰
が
圧
倒
的
に
多
い
。
神
社
に
対
す
る
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
知
る
好
資
料
と
し
て
、
先
述
の
「
飯
沢
文
書
」
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
中
頃
文
和
五
年
（
一
三
五
六
）
に
、
成
田
の
村
（
こ
の
頃
既
に
村
の
呼
称
が
さ
れ

て
い
る
）
の
「
中
島
入
道
長
宗
」
が
「
れ
う
せ
ん
房
」
に
宛
て
た
ゆ
づ
り
状
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
先
祖
か
ら
長
宗
ま
で
九
代
も
伝
わ
っ
た
「
若
宮
八
幡
宮
神

田
一
町
三
段
と
同
宮
在
家
一
宇
」
を
す
べ
て
れ
う
せ
ん
房
に
譲
る
と
い
う
も
の
で
、
「
ま
た
、
神
つ
き
た
ら
ば
、
先
例
に
ま
か
せ
て
、
一
ぶ
ん
も
怠
ら
ず
勤
め

ら
れ
候
べ
く
候
」
と
あ
る
。
「
中
島
入
道
長
宗
」
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
史
料
は
な
い
が
、
少
く
と
も
若
宮
八
幡
宮
の
御
神
田
と
宮
在
家
を
所
領
す
る
成
田
村

の
土
豪
で
あ
り
、
若
宮
八
幡
宮
を
管
掌
す
る
神
職
で
も
あ
ろ
う
。
先
祖
伝
来
の
神
田
そ
の
他
を
譲
り
渡
す
に
あ
た
っ
て
、
「
神
へ
の
つ
と
め
は
一
ぶ
ん
も
怠
ら

ず
」
つ
と
め
て
ほ
し
い
、
と
念
を
お
し
て
い
る
。
譲
り
渡
し
た
中
島
入
道
長
宗
も
、
そ
の
先
祖
八
代
も
、
成
田
村
若
宮
八
幡
宮
に
対
す
る
「
神
へ
の
つ
と
め
」

は
極
め
て
敬
虔
に
且
重
要
な
つ
と
め
と
し
て
日
常
果
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
譲
り
受
け
た
れ
う
せ
ん
房
も
こ
れ
を
承
け
継
い
で
「
神
へ
の
つ
と
め
」
を
怠
ら

な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 
 

長

井

氏

時 

代

の

信

仰 



伊
達
氏
時
代
の
信
仰
は
、
長
井
氏
時
代
に
紀
銘
の
あ
っ
た
板
碑
が
、
こ
の
時
代
に
入
っ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
と
、
伊
達
稙
宗
に
よ
っ 

て
な
さ
れ
た
分
国
法
「
塵
芥
集
」
の
制
定
の
中
で
、
社
寺
に
関
す
る
規
定
が
も
ら
れ
、
伊
達
氏
の
宗
教
政
策
が
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が 

特
徴
的
で
あ
る
。
伊
達
氏
の
神
社
や
寺
院
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
、
長
井
氏
以
上
に
造
立
、
造
営
、
修
復
な
ど
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
板
碑
の
紀

念
銘
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
代
り
に
「
層
塔
」
や
「
石
鳥
居
」
と
い
っ
た
大
き
な
も
の
に
、
数
は
す
く
な
い
が
紀
年
銘
の
見
ら
れ
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

伊
達
氏
「
塵
芥
集
」
に
於
け
る
社
寺
法
は
、
全
文
一
七
一
条
の
う
ち
、
一
七
カ
条
規
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
七
カ
条
が
神
社
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
〇
カ

条
は
寺
院
に
関
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
伊
達
氏
時
代
の
社
寺
は
崇
敬
さ
れ
、
護
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

神
社
規
定
（
塵
芥
集
よ
り
。
本
文
は
仮
名
書
。
） 

一
、
神
社
の
事 

祭
礼
の
事
は
、
年
の
豊
か
な
る
に
も
、
悪
し
き
年
に
も
、
増
务
り
な
く
、
家
令
に
任
せ
、
こ
れ
を
つ
と
む
べ
し
。 

一
、
村
里
よ
り
は
、
先
規
の
如
く
、
祭
り
の
も
の
ぶ
さ
た
な
き
に
、
神
職
、
か
の
奠
供
を
貧
り
、
怠
り
を
な
す
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
の
職
を
改
む
べ
き
な 

り
。 

一
、
造
営
の
事
、
神
領
を
ふ
ざ
け
候
は
ば
、
別
当
神
主
、
修
理
を
な
す
べ
し
、
無
沙
汰
に
至
っ
て
は
、
早
く
か
の
職
を
改
め
べ
し
、
た
だ
し
大
破
の
時
は
、 

時
宜
に
よ
る
べ
し
、
も
し
又
、
神
領
な
く
ば
そ
の
社
の
別
当
神
主
の
役
と
し
て
、
勧
進
を
も
っ
て
修
理
を
な
す
べ
し
、
な
お
事
足
ら
ず
ば
、
子
細
を
披
露 

の
上
、
合
力
あ
る
べ
き
な
り
。 

一
、
神
木
の
事
、
造
営
に
つ
い
て
伐
ら
ば
、
是
非
に
及
ば
ず
、
自
分
の
要
用
と
し
て
、
伐
り
取
り
売
る
事
罪
科
た
る
べ
し
、
買
手
ま
た
罪
を
同
じ
く
す
べ
し
。 

一
、
神
社
に
つ
く
る
世
帯
の
事
、
時
の
別
当
神
主
、
み
だ
り
に
売
る
べ
か
ら
ず
、
売
手
買
手
共
に
罪
科
た
る
べ
し
、
又
寄
進
い
た
す
子
孫
、
か
の
所
帯
競
望 

せ
し
め
、
違
乱
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。 

一
、
祭
礼
の
頭
役
、
代
官
を
も
っ
て
相
務
む
べ
か
ら
ず
、
衆
徒
中
、
神
主
、
禰
宜
、
そ
の
ほ
か
、
同
前
。 

寺
院
規
定 

一
、
坊
寺
の
事
、
出
家
の
修
理
、
仏
事
等
の
事
、
神
社
の
沙
汰
に
同
じ
。 

一
、
住
持
職
は
、
師
匠
ま
か
せ
た
る
べ
し
、
た
だ
し
問
答
あ
ら
ば
、
時
の
守
護
所
へ
披
露
の
上
、
そ
の
是
非
に
従
う
べ
し
。 

一
、
住
持
職
定
ま
ら
ざ
る
以
前
、
師
匠
早
世
の
あ
と
の
事
、
か
つ
は
そ
の
人
の
器
量
に
よ
り
、
か
つ
は
守
護
の
計
ら
い
た
る
べ
し
。 

一
、
出
家
の
弟
子
、
俗
に
な
る
事
、
そ
の
師
匠
に
暇
を
乞
わ
ざ
る
輩
、
覚
悟
い
た
す
べ
か
ら
ず
、
又
そ
の
宗
体
を
改
め
、
他
宗
に
な
る
こ
と
同
前
、
次 

伊

達

氏

時 

代

の

信

仰 



に
、
比
丘
尼
の
沙
汰
も
か
く
の
如
し
。 

一
、
出
家
所
へ
、
女
出
入
あ
る
べ
か
ら
ず
、
た
だ
し
供
の
下
人
職
は
禁
制
に
あ
た
ら
ず
。 

一
、
出
家
の
人
、
刀
さ
す
べ
か
ら
ず
。 

一
、
寺
領
の
事
、
私
の
建
立
の
所
は
、
檀
那
任
せ
た
る
べ
し
、
公
方
所
、
そ
の
外
差
出
た
る
寺
へ
寄
進
の
地
の
事
、
本
主
の
子
孫
、
先
祖
の
寄
進
の
地
な
る 

由
申
し
、
取
り
返
す
べ
か
ら
ず
、
時
の
住
持
、
違
目
あ
ら
ば
、
か
の
子
細
を
披
露
せ
し
む
べ
き
な
り
。 

一
、
先
々
よ
り
の
寺
領
は
、
時
の
住
持
、
み
だ
り
に
沽
却
せ
し
む
る
事
、
余
の
世
帯
、
買
得
せ
し
め
、
か
れ
は
私
に
買
得
の
由
申
し
、
族
縁
の
輩
、
又
は
寵 

愛
の
人
に
譲
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
、
た
だ
し
、
先
々
の
寺
領
に
手
を
つ
け
ず
、
時
の
住
持
福
裕
の
上
、
買
地
を
い
か
程
い
た
し
候
と
も
、
そ
の
主
の
ま
ま 

た
る
べ
し
、
檀
那
の
け
い
ほ
う
有
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 

一
、
科
人
、
命
を
免
れ
ん
た
め
、
人
の
在
所
へ
走
り
入
ら
ば
、
か
の
在
所
の
主
、
早
く
追
い
出
し
候
べ
き
也
、
も
し
追
い
出
す
に
及
ば
ず
ば
、
在
所
の
う
ち 

を
探
さ
せ
べ
き
也
、
同
坊
寺
へ
走
り
入
る
事
、
覚
悟
有
べ
か
ら
ず
。 

一
、
酒
酔
、
人
を
謗
言
す
る
事
、
時
宜
に
よ
る
べ
し
、
女
房
、
出
家
は
同
前
。 

以
上
に
よ
っ
て
、
伊
達
氏
の
神
仏
に
対
す
る
考
え
方
と
敬
神
崇
仏
の
政
策
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
伊
達
氏
の
神
祗
信
仰
は
、
八
幡
信
仰
と
熊
野
信
仰
で

あ
る
と
さ
れ
、
成
島
八
幡
・
安
久
津
八
幡
へ
の
信
仰
、
天
文
二
十
二
年
晴
宗
の
熊
野
別
当
、
熊
野
先
達
へ
の
安
堵
状
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
伊
達
氏
の
仏

教
信
仰
は
、
禅
宗
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
第
四
代
政
依
の
時
代
に
は
満
勝
・
光
明
・
観
音
・
東
昌
・
光
福
の
五
カ
寺
を
開
山
し
、

第
一
〇
代
氏
宗
は
東
光
寺
を
創
建
し
た
。
第
一
一
代
持
宗
は
、
伊
達
郡
梁
川
に
輪
王
寺
を
、
下
長
井
高
玉
村
に
瑞
竜
院
を
創
建
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
三
代

尚
宗
は
、
伊
達
郡
西
山
城
北
に
松
音
寺
を
建
立
す
る
な
ど
代
々
崇
仏
の
念
が
強
か
っ
た
。
一
般
に
東
北
地
方
に
は
奈
良
時
代
に
法
相
宗
が
伝
わ
り
、
平
安
初
期
、

慈
覚
大
志
の
門
流
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
天
台
宗
の
諸
寺
院
が
建
て
ら
れ
た
。
南
北
朝
の
内
乱
後
、
豪
族
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
の
寺
院
が
あ
い
つ
い
で
創
建
さ
れ
、

さ
ら
に
戦
国
期
、
真
言
宗
の
伝
播
に
よ
っ
て
、
天
台
寺
院
の
多
く
は
真
言
宗
化
し
た
。
時
宗
や
浄
土
宗
も
広
ま
り
、
日
蓮
宗
も
各
地
に
拠
点
を
つ
く
っ
た
が
、

他
の
地
方
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
振
わ
な
か
っ
た
。 

中
世
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
記
す
。 

瑞
竜
院 

享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
伊
達
持
宗
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
寺
伝
に
は
、
遠
州
大
洞
院
の
末
山
と
し
て
物
外

も
つ
が
い

和 

当

地

の 

寺

院 



  
尚
を
勘
請
開
山
の
始
祖
（
実
際
は
当
地
に
来
て
い
な
い
―
全
住
長
谷
川
哲
竜
和
尚
談
）
と
し
、
そ
の
弟
子
実
庵
和
尚
が
長
井
市
遍
照
寺
中
興
の
祖
宥
日
上
人
の

助
言
に
よ
っ
て
創
始
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
瑞
竜
院
創
建
以
前
は
「
海
公
庵
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
実
庵

和
尚
は
多
く
の
弟
子
を
養
成
し
、
近
隣
に
数
多
く
の
末
寺
を
建
立
し
た
。
盛
時
に
は
末
山
が
五
百
カ
寺
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
、
伊

達
持
宗
の
奏
請
に
よ
っ
て
勅
願
所
の
綸
旨
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。 出

羽
国
米
沢
領 

瑞
竜
院
者
勝
境
異
之
地 

勅
願
所
曹
洞
之
上
刹
也 

山
林
敷
地
知
行
不
可 

有
相
違 

殺
生
禁
断 

守
護
不
入 

国
家
安
全 

宜
奉
祈
者
依
天
気
執
達
如
件 

文
明
十
七
年
乙
巳
八
月
廿
五
日 

左
少
弁 

花
押 

瑞
竜
院
禅
室 

こ
の
よ
う
に
伊
達
氏
は
瑞
竜
院
に
対
し
特
別
の
は
か
ら
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理 

由
に
つ
い
て
伊
達
氏
の
崇
仏
心
の
発
露
と
見
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
当
地
方
の
説
は
、
平
泉 

藤
原
時
代
よ
り
横
越
・
鮎
貝
に
根
を
下
ろ
し
、
下
長
井
地
方
に
威
を
張
っ
て
い
た
在
来
の
強
豪 

地
頭
で
あ
る
と
こ
ろ
の
鮎
貝
氏
（
横
越
氏
）
の
勢
力
を
割
く
た
め
に
、
こ
の
辺
境
の
地
高
玉
に 

曹
洞
の
巨
刹
瑞
竜
院
を
創
建
し
、
こ
れ
に
「
テ
コ
入
レ
」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、 

鮎
貝
氏
は
従
来
の
所
領
を
下
長
井
北
方
の
一
部
に
押
し
つ
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
鮎
貝 

氏
自
身
も
瑞
岩
寺
・
常
安
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
二
寺
を
、
さ
ら
に
祈
願
所
と
し
て
相
応
院
（
真 

言
）
を
建
立
し
て
い
る
。
瑞
竜
院
が
伊
達
氏
か
ら
ど
れ
だ
け
の
寺
領
を
宛
行
れ
て
い
た
の
か
詳 

し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
十
二
年
の
段
銭
帳
に
よ
れ
ば
、
白
兎
郷
を
火
神
台
（
勧
進 

代
）
郷
に
若
干
の
寺
領
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
い
ず
れ
も
役
（
税
）
が
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
高
玉 

郷
に
つ
い
て
も
、
相
当
の
面
積
の
寺
領
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
綸
旨
の
中
に
「
守
護
不 

入
」
の
字
句
が
あ
り
、
全
寺
領
が
免
税
で
あ
っ
た
事
に
な
る
。『
山
形
市
史
』
上
巻
に
よ
れ
ば
、 

第５３図：瑞竜院 



元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
山
形
城
主
最
上
義
守
（
義
光
の
父
）
は
、
置
賜
郡
高
玉
村
瑞
竜
院
の
一
翁
和
尚
か
ら
「
下
炬

あ

こ

語ご

」
を
受
け
て
得
度
し
、
栄
林
と
号
し

て
禅
門
に
帰
入
し
、
義
光
が
家
督
相
続
に
決
定
し
山
形
城
主
と
な
り
、
家
督
を
競
っ
た
弟
義
時
は
中
野
城
主
に
決
定
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
下
炬
語
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。 

羽

典

栄

林

居

士 

預

不

見
ニ

下

炬

語
一 

功

徳

林

中

花

一 

色
香
不
把
脱
ニ

情
塵
一 

木
人
歩
歩
無
ニ

生
路
一 

清

浄

本

然

是

個

人 

新
捐
レ

館
羽
典
林
公
居
士 

家

風

廓

落

操

履

密 

堅
夙
重
ニ

般
若
種
智
一 
宜
レ

契
ニ

仏
祖
大
縁
全
一 

機
活
脱
ニ

正
体
一

儼
然 

坐
ニ

断
末
山
一

不
レ

露
レ

頂 

生

死

盖

纏

逍

遙

自

在 

遊

戯

変

遷

遂

行 

異

類

中

忽

地

土 

誖

緋

対

謂

旧

田

地 

作
麼
生
是
自
己
転
身
田
地 

如
何
末
後
指
陳
□
□
間 

天
上
香
風
散
ニ

火
裡
一 

蓮

花

秀

色

新 

旹
元
亀
弐
年
辛
未
龝
彼
岸 

前
瑞
竜
院
一
翁
老
衲
書
之 



最
上
義
守
が
如
何
な
る
理
由
に
よ
り
瑞
竜
院
の
一
翁
和
尚
に
よ
っ
て
得
度
し
禅
門
に
入
っ
た
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
程
に
瑞
竜
院
に
は
高
名
の
僧
が
入

り
、
当
地
方
曹
洞
の
要
と
し
て
伊
達
氏
の
被
護
下
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
得
る
。
伊
達
輝
宗
の
日
記
に
、
同
郷
の
高
玉
氏
と
問
答
し
た
こ
と
が
簡
単
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
高
玉
氏
と
争
う
程
の
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
瑞
竜
院
は
そ
の
後
の
う
つ
り
変
り
と
再
度
の
火
災
の
た
め
往
時
の
模
様
を

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）、
蘭
山
利
有
」
筆
の
「
瑞
竜
院
と
そ
の
門
前
」
の
古
図
に
依
る
と
（
第54

図
）
時
代
が
江
戸
中
期
と

は
い
え
、
そ
の
昔
を
し
の
ぶ
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
図
に
依
れ
ば
境
内
規
模
は
現
在
と
大
差
な
い
が
、
山
門
入
口
の
左
方
に
天
神
堂
が
大
き
な
鳥
居
と
共

に
建
っ
て
お
り
、
本
堂
前
の
庭
に
は
正
面
に
五
間
に
三
間
ほ
ど
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
堂
々
た
る
山
門
が
あ
り
、
そ
れ
と
結
ん
で
庭
と
周
囲
に
は
土
塀
を
め
ぐ

ら
し
本
堂
と
庫
裡
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
正
面
の
山
門
に
到
る
前
方
に
は
、
も
う
一
つ
門
が
あ
っ
て
、
現
在
勅
使
門
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
堂
の
後
に
奥
の
院
が
見
え
て
お
り
、
現
在
あ
る
千
体
地
蔵
は
建
っ
て
い
な
い
。
こ
の
千
体
地
蔵
は
、
口
伝
に
あ
る
よ
う
に
、
東
高
玉
の
地
よ
り
こ
の
図
が
書

か
れ
て
か
ら
移
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
尚
の
随
者
が
二
人
、
刀
を
さ
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
屋
根
に
二
羽
の
鳥
、
野
に
二
匹
の
狐
が 

戯
れ
て
い
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。 

金
沢
寺 

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
僧
良
讃
を
始
祖
と
し
て
い
る
。
臼
ケ 

沢
金
山
採
鉱
犠
牲
者
の
霊
を
弔
う
た
め
鈴
木
和
泉
（
慶
長
十
一
年･･･

一 

六
〇
五
―
横
越
新
町
検
断
）
に
よ
っ
て
割
始
さ
れ
た
（
寺
伝
、『
蚕
桑
の 

郷
土
誌
』）。 

相
応
院 

（
朝
日
山
薬
師
寺
）
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
鮎
貝
城
主
鮎 

貝
太
郎
藤
原
成
宗
を
開
基
と
し
、
道
智
法
師
の
開
山
、
代
々
鮎
貝
氏
の
祈 

願
所
と
な
っ
て
い
る
（
寺
伝
、『
鮎
貝
の
歴
史
』）。 

瑞
岩
寺 

寛
政
元
年
（
一
四
六
〇
）
鮎
貝
太
郎
藤
原
成
宗
を
開
基
と
し
、 

高
玉
瑞
竜
院
実
庵
禅
師
の
開
山
と
し
て
い
る
。
成
宗
の
法
名
を
瑞
岩
寺
殿 

慈
山
和
世
大
居
士
と
い
う
（
寺
伝
『
鮎
貝
の
歴
史
』）。 

常
安
寺 

永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
鮎
貝
宗
盛
を
開
基
と
し
、
高
玉
瑞
竜 

院
円
応
禅
師
の
開
山
と
さ
れ
、
元
は
白
山
々
麓
の
寺
中
と
い
う
所
に
あ
っ 

た
（
寺
伝
、『
鮎
貝
の
歴
史
』）。 

第５４図：瑞竜院門前絵図 

（金田伊蔵氏蔵） 



常
光
寺 

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
鮎
貝
氏
の
臣
宮
城
助
左
衛
門
高
継
を
開
基
と
し
、
夢
忠
和
尚
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
。
境
内
に
は
開
基
高
継
及
び
そ

の
男
高
忠
、
上
杉
時
代
鮎
貝
城
主
中
条
与
次
三
盛
の
墓
が
あ
る
（
寺
伝
、『
鮎
貝
の
歴
史
』）。 

蔵
光
院 

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
鮎
貝
氏
の
臣
迎
田
甚
兵
衛
、
原
田
宇
兵
衛
の
建
立
に
し
て
、
證
快
恵
頓
和
尚
の
開
山
と
し
て
い
る
（
寺
伝
、
『
鮎

貝
の
歴
史
』）
。 

太
松
院 
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
鮎
貝
氏
の
臣
菅
五
郎
兵
衛
を
開
基
と
し
、
明
秀
禅
師
の
開
山
と
さ
れ
、
元
は
山
口
村
畑
中
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
（
寺

伝
、
『
鮎
貝
の
歴
史
』
）
。 

蓮
窓
寺
、
法
性
院 
い
ず
れ
も
文
明
年
間
、
僧
智
音
に
よ
る
開
山
と
さ
れ
て
い
る
（『
鮎
貝
の
歴
史
』）。 

金
鐘
寺 

永
正
年
間
（
元
年
は
一
五
〇
四
）
大
立
目
氏
の
臣
山
口
治
郎
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る
（
寺
伝
）。 

正
念
寺 

延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
蓮
阿
上
人
観
道
大
和
尚
の
開
基
創
立
で
あ
り
、
元
は
阿
彌
陀
堂
に
あ
っ
た
。
本
尊
と
し
て
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）

大
立
目
遠
江
守
内
室
呉
阿
弥
の
寄
進
に
よ
る
木
像
阿
弥
陀
如
来
像
（
町
指
定
文
化
財
）
が
あ
る
。 

岡
円
寺 

長
岡
五
郎
兵
衛
（
天
正
七
年･･

･

一
五
七
九
―
死
亡
）
の
開
基
、
山
室
秀
輔
大
和
尚
（
天
正
二
年･･･

一
五
七
四
―
示
寂
）
の
開
山
と
さ
れ
元
は

高
岡
に
あ
っ
た
（
『
荒
砥
町
誌
』
）
。 

真
言
院 

大
永
年
間
（
一
五
二
一
年
頃
）
伊
達
稙
宗
の
時
代
、
僧
弘
道
に
よ
る
開
山
と
さ
れ
て
い
る
（『
東
根
村
郷
土
史
』）。 

永
泉
寺 

永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
渋
谷
但
馬
の
開
基
、
九
庵
吟
鶴
禅
師
の
開
山
と
さ
れ
て
い
る
（
寺
伝
、『
東
根
村
郷
土
史
』）。 

東
漸
寺 

（
元
は
東
福
寺
）
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
虚
巌
文
袋
禅
師
の
開
山
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
（『
東
根
村
郷
土
史
』）。 

な
お
、
長
井
市
遍
照
寺
中
興
の
祖
と
し
て
有
名
な
宥
日
上
人
は
、
中
世
の
当
地
方
仏
教
史
に
特
筆
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
遍
照
寺
に
は
伊
達
氏
の
保
護
を
受

け
、
次
の
よ
う
な
安
堵
状
が
あ
る
。 

下
長
井
之
庄
、
宮
遍
照
寺
、
門
前
諸
公
事
並
寺
領
段
銭
指
置
候
事
、
永
代
不
可
有
相
違
候
、
殊
者
、
門
徒
借
権
威
、
有
無
道
之
儀
者
任
先
規
可
加
下
知
者
也
、 

仍
如
件
。 

永
禄
十
一
年
四
月
廿
日 

 
 
 

輝
宗
印 

遍
照
寺 

 
 

 

（
『
遍
照
寺
史
』
） 

こ
れ
は
遍
照
寺
門
前
の
諸
公
事
と
、
寺
領
の
段
銭
を
免
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
伊
達
氏
は
こ
の
よ
う
に
し
て
遍
照
寺
を
遇
し
た
の
で
あ
る
。 



本
章
第
三
節
第
一
頄
で
当
町
内
に
在
る
板
碑
、
層
塔
の
存
在
位
置
、
形
態
等
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
宗
教
的
観
点
よ
り
置
賜 

全
域
に
つ
い
て
見
渡
し
て
み
る
。 

中
世
に
於
け
る
供
養
の
形
態
で
、
最
も
多
く
残
っ
て
い
る
も
の
に
「
板
碑
」
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
板
碑
は
、
置
賜
地

方
で
は
二
百
基
以
上
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
は
っ
き
り
と
中
世
の
年
号
の
記
さ
れ
た
も
の
は
二
一
基
で
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
八
基
が
知

ら
れ
て
い
る
。
無
銘
の
中
に
は
中
世
の
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
現
に
当
町
内
に
あ
る
板
碑
は
単
式
、
家
形
合
せ
て
一
七
基
数
え
ら
れ
る
が
す

べ
て
年
号
が
な
く
、
こ
の
う
ち
中
世
の
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
が
七
基
あ
る
。
初
め
て
関
東
地
方
に
建
立
さ
れ
た
板
碑
は
、
驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
ひ
ろ
が
り
、

置
賜
地
方
へ
の
伝
播
は
建
立
さ
れ
た
年
代
や
数
か
ら
見
て
福
島
県
を
通
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
る
。
第

11

表
は
、
置
賜
地
方
に
於
い
て
年
号

の
解
か
る
も
の
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

板

碑 



 

 

                

「
種
子
」
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
一
四
一
基
の
う
ち
弥
陀
が
六
一
基
、
大
日
が
四
九
基
で
そ
の
外
は
観
音
・
薬
師
・
釈
迦
・
不
動
・
文
殊
・

毘
沙
門
・
地
蔵
な
ど
が
あ
っ
て
、
弥
陀
と
大
日
が
圧
倒
的
に
多
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
信
仰
は
、
鎌
倉
新
仏
教
の
浄
土
宗
の
普
及
と
天
台
・
真
言
両
宗
に
お
け
る

浄
土
信
仰
と
み
ら
れ
、
大
日
如
来
信
仰
は
真
言
密
教
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

板
碑
の
石
質
は
大
部
分
が
石
英
粗
面
岩
質
凝
灰
岩
で
あ
っ
て
、
高
畠
方
面
の
産
出
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
形
は
「
置
賜
形
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
三
角
形

の
頭
部
に
二
条
の
刻
線
（
三
条
の
も
の
も
少
し
あ
る
）
と
出
張
っ
た
額
部
が
特
徴
的
で
あ
る
。
当
町
内
に
江
戸
時
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
家
形
板
碑 

正
元
元 

弘
安
二 

弘
安
五 

弘
安
六 

正
応
二 

永
仁
元 

永
仁
元 

永
仁
二 

永
仁
二 

永
仁
五 

徳
治
元 

嘉
暦
二 

 

年

号 

一
二
五
九 

一
二
七
九 

一
二
八
二 

一
二
八
三 

一
二
八
九 

一
二
九
三 

一
二
九
三 

一
二
九
四 

一
二
九
四 

一
二
九
七 

一
三
〇
六 

一
三
一
七 

西

暦 

板

碑 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 磨
崖
板
碑 

〃 板

碑 

〃 〃 種

別 

南
陽
市
梨
郷
竹
原 

犬
川
竜
蔵
神
社 

尾
長
島
橋
本 

竹
の
森 

長
井
市
五
十
川 

池

黒 

吉
田
赤
地
蔵 

赤
湯
東
正
寺 

高
畠
羽
山
麓 

尾
長
島
大
谷
地 

夏

刈 

梨
郷
竹
原
竜
雲
院 

所

在

地 

胎
蔵
界
大
日 

弥

陀 

胎
蔵
界
大
日 

〃 〃 弥

陀 

〃 観
音
・
弥
陀 

金
剛
界
大
日 

胎
蔵
界
大
日 

弥
陀
三
尊 

〃 金
剛
界
大
日 

種

子 

正
慶
二 

元
弘
三 

建
武
二 

貞
和
三 

文
和
三 

延
文
四 

延
文
五 

延
文
六 

永
徳
元 

嘉
慶
三 

天
文
七 

天
正
七 

年

号 

一
三
三
一 

一
三
三
三 

一
三
三
五 

一
三
四
五 

一
三
五
四 

一
三
五
九 

一
三
六
〇 

一
三
六
一 

一
三
八
一 

一
三
八
九 

一
五
三
八 

一
五
七
九 

西

暦 

〃 〃 磨
崖
板
碑 

板

碑 

〃 家
形
板
碑 

板

碑 

〃 〃 石

憧 

鳥

居 

層

塔 

種

別 

池

黒 

南
陽
市
松
沢
八
幡 

〃 漆
山
別
所
山
麓 

大

仏 

小
菅
山
中
腹 

葉
山
観
音 

六
郷
桐
原 

吉

田 

赤
湯
三
間
通 

和

田 

鮎

貝 

所

在

地 

弥

陀 

弥
陀
三
尊 

金
剛
界
大
日 

弥

陀 

弥

陀 

胎
蔵
界
大
日 

弥

陀 

弥

陀 

弥
陀
三
尊 

弥

陀 

種

子 
第1

1

表
：
置
賜
地
方
の
板
碑
・
層
塔
な
ど
の
記
銘 

『
置
賜
文
化
』
第
五
六
号 

「
置
賜
の
板
碑
」
錦
三
郎 



 

が
二
基
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
板
碑
あ
る
い
は
、
層
塔
は
誰
が
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
層
塔
や
五
輪
塔
な
ど
は
明
ら
か
に
権
力
者
又
は
高
名
な
僧
な
ど
の
よ
う
に
、
権
力

も
あ
り
経
済
力
を
も
有
す
る
者
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
板
碑
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
置
賜
地

方
の
板
碑
で
人
名
の
銘
あ
る
も
の
は
二
基
だ
け
で
あ
る
（
南
陽
市
東
正
寺
磨
崖
板
碑
「
平
吉
宗
聖
霊
」、
梨
郷
竹
原
龍
雲
院
裏
板
碑
「
為
妙
輝
禅
尼
百
ケ
日
」）。

こ
の
銘
文
か
ら
の
感
じ
で
は
一
般
庶
民
の
も
の
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
供
養
の
為
の
も
の
で
あ
る
以
上
第
一
に
信
仰
心
の
厚
さ
深
さ
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
経
済
力
が
必
要
で
あ
る
（
石
材
・
運
搬
・
石
工
代
・
供
養
費
）
。
第
三
に
一
般
の
信
仰
を
あ
つ
め
得
る
人
格
の
持
主
で
あ
る
こ
と
（
け
ん
り
ょ
く
に
附

随
す
る
場
合
も
あ
る
）
。
こ
う
し
て
み
る
と
「
板
碑
」
も
、
一
般
庶
民
の
信
仰
心
の
表
わ
れ
と
だ
け
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
土
着
の
「
信
望
あ
る
在
家
」
以
上
の
手
に
依
る
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
あ
げ
る
文
書
は
、
高
岡
の
長
岡
家
の
も
の
で
あ
る
が
、
信
仰
的
な
一
つ
の
行
事
の
具
体
例
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

だ
ん
を
か
ざ
る
次
第 

一
た
な
の
た
か
さ
三
尺
也
、
た
な
に
も
き
ぬ
を
ひ
き
申
事
。 

一
前
志
よ
く
に
も
き
ぬ
を
志
き
申
事
。 

一
御
本
尊
に
飯
縄
大
明
神
を
か
け
申
事
、
並
に
愛
宕
、
八
幡
、
摩
利
支
天
、
天
照
大
神
か
け
申
事
。 

一
御
本
尊
、
同
御
神
々
へ
何
も
御
供
を
そ
な
へ
申
事
。 

一
御
供
は
、
あ
づ
き
め
し
に
し
て
、
高
さ
八
寸
に
も
り
申
事
。
但
五
せ
ん
也
。 

一
も
ち
拾
五
づ
つ
も
り
申
事
。
但
五
せ
ん
也
。 

一
ら
う
そ
く
は
、
二
十
一
と
こ
ろ
に
立
て
申
事
。 

一
志
き
こ
も
七
ふ
に
あ
み
候
事
。 

一
志
め
は
七
重
ひ
き
申
事
。 

以
上
。 

 

飯

い

繩づ
な 

大

明

神 



 

か
け
物
の
次
第 

一
弓 

壱
丁 

一
箭や 

弐
筋 

一
刀 
壱
こ
し 

一
は
き
さ
し 
壱
こ
し 

一
武
具 

六
具
共
に 

一
鑓や

り 

壱
丁 

一
長
刀 

一
ゑ
た 

一
馬
代 

壱
万
疋 

一
く
ら
か
い
く 

 

一
か
が
み 

五
を
も
て 

一
お
ひ 

五
た
て 

一
き
る
物 

一
か
さ
ね 

一
は
か
ま 

か
た
き
ぬ 

一
あ
ふ
ぎ 

壱
ほ
ん 

一
ぬ
の
た
ひ 

壱
そ
く 

小
笠
原
右
近
太
夫 

 
 



天
正
四
年
甲
子
九
月
十
一
日 

赤
塚
雅
楽
助
行
旨 

赤
塚
休
安
斉 

元
和
五
年
二
月
廿
四
日 

 

□
□
花
押 

中
津
川 

□
□
□
殿 

 

前
志
よ
く
、
前
に
置
く
燭
台 

 

飯
繩

い

づ

な

大
明
神
、
飯
綱
使
の
略
。
い
ず
な
つ
か
い
。（
飯
綱
使
・
飯
綱
遣
）。
管
（
孤
）
を
つ
か
っ
て
魔
術
を
行
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
人
。
信
濃
の
人
伊
藤

忠
綱
が
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
飯
綱
神
社
（
祭
り
神
、
三
狐
神
―
み
け
つ
か
み
）
で
行
を
お
こ
な
っ
て
神
通
力
を
得
て
飯
綱
の
法
と
称
し
た
。 

後
に
狐
づ
か
い
の
別
称
と
な
っ
た
。 

 

愛
宕

あ

た

ご

神
社
、
雷
神
を
祀
り
、
防
火
の
守
護
神
。 

 

八
幡
神
社
、
応
神
天
皇
を
祀
り
弓
矢
の
神
、
い
く
さ
神
。 

 

摩
利
支
天
、
日
天
に
付
随
し
て
自
在
の
通
力
を
有
す
る
と
い
う
女
神
。
武
士
の
守
護
神
。 

 

天
照
大
神
、
伊
幣
諾
尊
の
女
、
高
天
原
の
主
神
、
皇
室
の
祖
神
、
日
の
神
。 

 

ら
う
そ
く 

蝋
燭
。 

 

七
ふ 

編
目
が
七
つ
。 

 

志
め 

し
め
な
わ
、
七
五
三
縄
、
注
連
縄
。 

 

は
き
さ
し 

脇
差
。 

 

六
具
、
六
種
を
人
揃
と
す
る
武
具
。
鎧
の
胴
、
篭
手

こ

て

、
袖
、
脇わ

い

楯た
て

、
脛は

い

当た
て

（
異
説
あ
り
）。 

 

く
ら
か
い
く 

鞍
皆
具
。 

 

あ
ふ
ぎ 

お
う
ぎ
、
扇
。 



こ
の
文
書
に
あ
る
「
だ
ん
の
か
ざ
り
」
、「
か
け
も
の
」
な
ど
を
見
る
と
、
一
般
農
民
や
、
商
人
の
も
の
で
な
く
「
武
士
」
の
信
仰
行
事
の
よ
う
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
時
代
（
伊
達
氏
時
代
）
か
ら
元
和
時
代
（
江
戸
時
代
初
期
）
ま
で
の
武
士

の
「
儀
式
」
（
行
事
）
に
関
す
る
伝
承
書
で
あ
ろ
う
。
一
五
点
も
の
武
具
・
馬
具
な
ど
一
切
を
並
べ
、
御
本
尊
共
に
五
つ
の
か
も
の
を
か
け
、
二
一
本
の
燈
明

を
と
も
し
、
も
ち
を
一
五
盛
っ
た
も
の
を
五
つ
も
並
べ
、
あ
づ
き
飯
を
高
さ
八
寸
（
約
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
盛
っ
た
椀
を
五
つ
並
べ
、
そ
れ
に
七
五

三
縄
を
七
重
に
張
っ
た
こ
の
豪
壮
な
祭
壇
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
、
興
味
深
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 

深
山
古
窯
跡
（
三
カ
所
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

縄
文
時
代
の
昔
か
ら
、
人
々
の
生
活
特
に
そ
の 

食
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
し
て
「
器
物
」（
貯 

蔵
・
食
器
・
調
味
用
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
器
物
の
う
ち
で
も
「
や 

き
も
の
」
の
存
在
は
、
非
常
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。 

約
一
万
年
前
か
ら
、
七
千
年
も
の
長
い
間
続
い
た
で
あ
ろ
う
と 

い
わ
れ
る
縄
文
時
代
、
そ
の
早
、
前
、
中
、
後
、
晩
の
各
期
を 

 
 

通
じ
て
素
焼
き
の
土
器
は
、
所
謂
「
縄
文
式
土
器
」
と
し
て
も

食
物
の
貯
蔵
用
、
日
常
の
食
具
、
祭
祀
具
と
し
て
非
常
に
多
量 

に
使
用
さ
れ
、
し
か
も
器
種
、
器
形
、
装
飾
の
多
彩
さ
は
眼
を 

見
は
る
も
の
が
あ
る
。 

弥
生
時
代
に
入
っ
て
は
、
縄
文
土
器
の
流
れ
を
受
け
て
「
弥
生 

式
土
器
」
が
知
ら
れ
、
続
い
て
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
、 

こ
れ
も
素
焼
き
の
「
土
師
器
」
が
作
ら
れ
、
日
本
の
や
き
も
の 

は
進
歩
を
と
げ
て
来
た
。
そ
の
後
、
大
陸
文
化
の
流
入
に
よ
っ 

て
、「
素
焼
き
に
珍
重
さ
れ
、
そ
の
普
及
は
急
速
に
、
し
か
も 

広
範
に
日
本
全
土
に
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。
須
恵
器
の
生
産
と 

灰

釉

陶 

ま

で 

第５６図：かにさわ古窯跡 第５５図：深山古窯跡 



普
及
は
、
弥
生
時
代
か
ら
発
達
を
み
た
農
業
の
進
歩
と
、
統
一
政
権
の
浸
透
度
と
に
極
め
て
深
い
か
か
わ
り
あ
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

須
恵
器
の
生
産
は
、
幾
内
方
面
の
技
術
を
う
け
て
愛
知
県
南
部
方
面
に
、
長
足
の
進
歩
を
と
げ
た
。
初
期
須
恵
器
は
自
然
釉
の
発
見
か
ら
、
人
工
に
よ
る
灰
釉

陶
に
進
展
し
、
美
し
く
し
か
も
実
用
的
に
、
ま
た
ロ
ク
ロ
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
高
級
な
も
の
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。 

そ
の
後
、
こ
の
灰
釉
陶
の
進
歩
を
基
礎
に
し
て
、
瀬
戸
焼
、
常
滑
焼
な
ど
現
代
陶
へ
の
発
展
を
み
て
い
る
。 

原
始
時
代
の
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
町
内
に
お
い
て
も
、
全
町
内
に
わ
た
っ
て
七
〇
カ
所
も
の
縄
文
遺
跡
と
数
多
く
の
遺
物
と
し
て

の
石
器
と
多
量
の
土
器
を
見
て
き
た
。
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
所
産
と
い
わ
れ
て
い
る
土
師
器
は
、
少
数
で
あ
る
が
六
カ
所 

の
出
土
例
が
あ
る
。
須
恵
器
に
つ
い
て
も
六
カ
所
よ
り
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
貝
生
や
杉
沢
、
深
山

し
ん
ざ
ん

は
窯
跡
と
見
ら
れ
て
い
る
。
須
恵
器
の
中
で
、
荒 

砥
の
深
山

し
ん
ざ
ん

と
、
東
田
尻
の
中
町
西
の
両
遺
跡
出
土
の
も
の
に
は
、
自
然
釉
が
認
め
ら
れ
る
。
中
町
西
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
土
数
と
範
囲
の
広
さ
か
ら
、

明
ら
か
に
居
住
地
を
想
定
さ
せ
、
農
業
と
の
か
か
わ
り
あ
い
、
統
治
と
の
結
び
つ
き
に
深
い
興
味
を
さ
そ
わ
せ
る
。 

白
鷹
町
の
や
き
も
の
の
歴
史
は
、
こ
こ
で
プ
ツ
リ
と
糸
が
切
れ
て
し
ま
い
、
長
い
断
絶
の
後
江
戸
時
代
末
期
に
な
っ
て
、
米
沢
の
成
島
焼
の
流
れ
を
く
む
「
十 

王
焼
」
の
誕
生
と
な
り
、
人
々
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
当
町
内
の
「
や
き
も
の
」
の
歴
史
で
あ
っ
た
。 

昭
和
三
十
六
年
、
県
の
遺
跡
調
査
に
お
い
て
、
深
山
蟹
沢
遺
跡
が
「
須
恵
器
窯
跡
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
表
面
採
集
さ
れ

た
遺
物
が
「
素
焼
き
の
素
地

き

じ

」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
数
度
の
調
査
に
よ
っ
て
、「
灰
釉 

陶
」
の
窯
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
か
に
さ
わ
と
同
様
の
も
の
が
、
こ
し
め
ぐ
り
。
せ
と
や
ま
か
ら
も
採
集
さ
れ
た
。
か
に
さ
わ

遺
跡
は
朝
日
山
系
か
ら
流
れ
出
る
実
淵
川
の
清
流
の
ほ
と
り
に
あ
っ
て
、
周
辺
は
焼
き
物
に
必
要
な
燃
料
で
あ
る
松
が
極
め
て
豊
富
な
と
こ
ろ
で
あ
る
（
現
在

は
開
墾
さ
れ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
）。
深
山
窯
（
か
に
さ
わ
）
に
用
い
ら
れ
た
陶
土
が
ど
こ
か
ら
求
め
ら
れ
た
も
の
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
い
つ
、

誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
作
業
さ
れ
た
か
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
何
の
文
献
も
な
く
、
何
の
伝
承
も
無
い
と
い
う
こ
と
と
、
遺
物
が
現

存
し
て
い
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
何
等
の
文
献
も
な
く
、
い
か
な
る
伝
承
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
時
の
時
代
に
焼
か
れ
た
か
を
解
く
最
大
の
鍵
で
も
あ
る
。

置
賜
盆
地
の
諸
々
に
あ
る
窯
跡
や
、
や
き
も
の
に
つ
い
て
は
大
体
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
方
に
や
き
も
の
が
入
っ
た
江
戸
期
以
降
で
あ
れ
ば
、

必
ず
や
文
献
か
伝
承
が
残
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
深
山
窯
跡
は
、
全
く
幻
の
要
素
を
も
っ
て
お
り
、
製
窯
年
代
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究

白

鷹

町

の 

や

き

も

の 

深
山

み

や

ま

古
窯
の 

位

置

づ

け 



を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。 

地
元
の
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
高
野
家
を
建
て
る
と
き
窯
跡
と
見
ら
れ
る
小
高
い
部
分
を
崩
し
て
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
と
の
事
で
、

そ
の
崩
し
落
し
た
土
の
中
に
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

遺
物
は
大
別
し
て
、
窯
の
内
部
、
製
品
、
焼
道
具
に
分
け
ら
れ
る
。
製
品
は
素
焼
き
の
も
の
（
素
地

き

じ

）
と
灰
釉
を
か
け
た
も
の
に
区
別
さ
れ
、
一
部
絵
つ
け

を
し
た
も
の
、
波
状
に
陰
刻
し
た
文
様
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
波
状
陰
刻
は
、
貝
生
の
須
恵
器
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
が
不
良
品
と
し
て
破
砕
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
灰
釉
を
か
け
た
こ
と
に
因
る
彩
色
の
変
化
は
多
様
で
あ
る
（
灰
釉
の
成
分
と
焼
成
の
状
態
に
よ
る
）
。
製
品
の
う
ち
小
皿
と
見
ら
れ
る
類

は
、
ロ
ク
ロ
技
術
の
高
度
さ
と
、
陶
土
の
良
質
性
よ
り
品
の
よ
さ
を
見
せ
て
い
る
。
遺
物
の
中
に
は
、
陶
工
の
指
紋
の
つ
い
た
も
の
も
一
部
に
見
ら
れ
る
。
ガ

ラ
ス
状
に
な
っ
た
窯
壁
や
、
「
つ
く
」
、
「
と
ち
」
な
ど
の
焼
き
道
具
は
、
こ
こ
で
作
業
し
た
人
々
の
苦
労
を
し
の
ぶ
に
十
分
な
も
の
が
あ
る
。
施
釉
さ
れ
て
い

な
い
破
片
は
、
カ
メ
類
や
摺
鉢
な
ど
大
型
の
も
の
が
多
い
。 

⑴
窯
の
遺
物 

 

窯
壁
の
内
面 

高
熱
の
た
め
溶
け
て
ガ
ラ
ス
状
に
な
っ
て
い
る
。 

 

窯
口
の
一
部
と
見
ら
れ
る
レ
ン
ガ
状
の
も
の
。 

⑵
製
品
の
破
片 

 

貯
蔵
用
器 

小
、
中
、
大
の
カ
メ
類
と
見
ら
れ
る
も
の
。 

 

飲
食
用
器 

皿
類
、
一
〇
～
二
〇
セ
ン
チ
位
の
も
の
で
、
破
片
の
中
で
こ
れ
が
最
も
多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
灰
釉
で
あ
り
、
極
め
て
薄
手
。
茶
椀
の
類
、

筒
型
や
口
縁
外
反
の
も
の
、
小
型
の
茶
飲
用
も
見
ら
れ
る
。 

 

調
味
用
器
片
口
。
摺
鉢
（
底
の
目
立
に
特
徴
が
あ
る
）。 

 

そ
の
他
容
器
の
蓋
、
カ
メ
や
ツ
ボ
の
も
の
と
見
ら
れ
、
ツ
マ
ミ
が
つ
い
て
い
る
。 

用
途
不
明
だ
が
、
現
在
の
一
輪
差
に
似
た
も
の
。 

⑶
焼
き
方
に
用
い
た
道
具 

 

窯
の
内
部
に
お
い
て
、
器
物
の
安
定
を
保
つ
た
め
に
用
い
た
「
つ
く
」
と
い
わ
れ
る
類
の
も
の
四
種
類
。 

採
集
さ
れ
る 

遺
物
と
考
察 



 

窯
内
に
お
い
て
、
器
物
の
接
着
を
防
ぐ
た
め
「
と
ち
」
と
い
わ
れ
る
類
の
も
の
四
種
類
。
こ
の
、
「
と
ち
」
に
は
「
籾
殻
」
を
全
面
に
つ
け
て
融
着
を

防
い
で
い
る
も
の
が
あ
る
（
こ
れ
と
同
様
の
も
の
は
椿
窯
に
も
見
ら
れ
る
）。 

      

第５７図：陶片 

第５８図：焼具 
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